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第3日 10月5日(金)

A会場:放射能則定・熱蛍光

3AOl-3A08 

B会場:環境放射能

3801-3807 

C会場:R I捕集・ RI化学

3COl-3C09 







3A01 
}色豊子刺定に工るトリ予うム言十兎11 ー弁別的危

量'手刻定

{. {宅融合す・トリチヴムアヲントに闘ヰる研究・持管間経の金展に伴れ勺

取リ施ラトリチウ仏主大量化ずる tのと予想され，産品Lぺ‘!しトリチうムの計量・計
別担術の嗣:rt;が喪乏の課題C7}'_""" フと拾っ τ いる a 事府先l丸ト~1-ヴム薩宮 lこ伴1ä:
い在住茸ゐ倒動方線認卑 (BR)および・励茸豆急生 (FXR) E段位することにt~忌
レイ!レトリチウム五非~ß在γ生後・自動計却方る j宣筒嗣毛主目的と亨札
刻免楚置は(A)史3 乾生都~ (8)笈察部p

(C) 禄~~~>あ・よひ・・(1)) i解析都z地表、される。
守勾梶免包E匂.1. f:::まれ
2-. 差置主説、f全苓るにあたってぜ辱隊基麗
r'-Jセ得るため， トりすうムmモデlレ鰻震と
しZ3H-Ti.左用いJ 計刻1::.o J~'可窓庖 ， (re~-
metry ， 差聖書Pの豪3~E:千子刻的史君J.J1J定ii.1) 
にJツLら八・・た。稜忠春Iτ(1蹴事白ー門吉十畿管

五使用(， (-: 0 

3. 鬼豊 J~全仕立によ各トリララム針-ÿ- OI 態度 1す立のよラに表す二じかれZ"きる。

トfTGjdE S(E)E(E)fMC(E)fwD(E)fA(E)元(E) [COunt5 5-1 C;-1] …・・(1)

ここ("， S(E) l;t章受当3工手1しずー Eめ光量芸笹生内全荏牽， Ct'eIぞ生都一雄虫
暑の creornetry，fT Iま計散埠~浦正環， ε(E) Iオ枝忠弘幸， fW (E)は定材 (C: 

也 1¥"，D: 稜j1接)による砥収禰正~， 九(E)Id究生都-~重忠暴自の雰囲~f-;: よ
る回収繍正頭，ぉエぴ・千E(E)Iま刻定F妻鹿寂づ舎による散官lJTj'i[i脅τ・あみ。 S(E)~ 
千wc(E) I苦手Ví.j~的措輩，坊噴 1::.依存 L ，白，千A(E) h'μ・干E(E)は業寒害130，撒E-
材質lτ依存 L-， 千T' ε(E) J)-J= U'千'WD(E) li救出暴1::.依存4Go 

1)刻定幸局窓厚 トり今ラム4初動&hi語，..5i，カ是lX貌
1宮容さ生部局窓，笈禁書Fの雰囲513TV又 7!J ~えーす
;n-J:' U・殺虫藩め忽主主邑っz竣虫嬉たλ如才る.履錐乏
恥 F餓/軍主要滑るため， Af.随収殺によ包遭遇悠の
君!定左作った.許殺事1ま白 τ校帰化 L'Eo 結果主戸ij・
2.にま.t.鰐祈弥に計毅磐t閉 II7. 11るグ)T~ 限界針
設辛I~ Ñ~im = KJ2σb て評価τ・ぎる。 K=3のとき
信頼鬼lK君主 fN7完7."2九九このとき -̂Wlim= 276 
[mB cm-I Al Jγ広フ走。感産E宣萌乙ず 3 言~~ ia'因与
!す~日〕て・ S(E) dE z羽 3。 完~..J量 3 喜三宮ぽ3 吉司寄生

i晶貨がら BRJJ'内抑制働ii前三車工B~ 9~~jJftゆきゅz君主 100 1mxu J rem-J  刊O

(草原手通宕')EBC tn)，あ‘J(J・・井静年ゆ投身拍車(争原 町 22P1fzedcounttng同 te川 M刷仙ト

(集大工) 岩川佐野月

-209~ 
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ム
ー A .. flow cell 

B -mounting 
C -detector 
o -analyzer [B] 

-cコ
1 -flow cel1 
2 -flow cell window 
3 -target meshes 
4 -tritium gas 
5 -shieldings 
6 -discriminator 
7 -detector 
8 -det包ctorwindow 

fig: 1. Conceptional d、agramof an "on-stream" gaseous 
tritium monitoring syst聞
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ろ1畠程 EB(tk) 1:: ~合される連合過程による。ー敢に IB 強庖は EB 5~庖J: ') 1ん
2折小さいことJ ;b' J u，.モ〒“!し全競!こf更用Lf=.トリ今ラムr;t汚いすーゲフトで汲 3
f:..oうEs(tkJが・室田l..139と若ぇ5れる。 また， !=XRríT， KCI'，~ (4.，， 4，守 KeV) '(刊ト

リ手うムの Ef3( 18.6 keV)よ3十分伝い工卒 1レギーで・あるた必えW..Q，j，，，.， に寄与し

写山 したが"っ Z，得5れ巳 Cf当9の限度fまえW..Q.j}'>1 It最丈f直とみ?を Lうる。
2) *'別的m工ネルヂーを;量子理IJ定 Fig. 1. で'T"ィヌクリミネータ(6)をぞ生
部-1全忠春闘に挿入寸るこ!:.I三よ~7t壱与想定 q 減努め'JV" 工手 1レギ'一千子宮I{が可策
乞毎~ . デ・ィ又?.9主ネータn在下 τ・工手lレ干に E の完:~の計苦ì'~芝内In(E) e才3~， 

Nn(E) = N(E) fn(E) 
v v 叩 (E)X

n 

= N(E) B(E，xD) eυ... (2) 

ここ Z"ら(E)1才弁plJt十数fを数?あ '?Jo #別
計数比 RdIl..式 (1)の工手!レギ‘ー依存量五

ち(E)ヒ針〈と p

~l凹
o 
x 
凶

、。
巴
~ 50 

o Shieldings free 
e Source on table 
lD Shieldinコswith 

10 

~ 
Rd=トAGfT(d(E)S(E):日(E)f D( E) 

刊 AG f
T 
f d(E) S(E) rr fj(E) 

. (3) 

筑間 1;1， Rdが・トDラウム紋射能u 台εomeJryめ千ひ・投出春q 栓出動$，土地存 L

T<f1Aニヒ乏意味している. Fi9.3.1ご*glj計数比η臣酷依存性主まム十分!こコりナ

ートセ恥主域合主恨定 L1と乞七掌理事下仇雰囲EL1τ td蝿収干A(E)1立官 (3)7-，1相
殺さJI1.7いる。 一主，草色豆認の1fgtl的芳IJ定の結果f〉lt史聖3周期j主雰囲IlIごI
リ争主イシコーヒしシ卜殺すしを受 fナ3 ニとe:.宋し， /J、フ~誰依存性 E 禾 LZ 3r 9 ，
インゴーヒしント官主主LO¥程庖 lま工ネ lレキ“一也、告 111写む・小さいことが・・oscか Iござ似て
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l¥ ~ 0 このこ℃か、;， Fig.2.τdが比較的短か

い場合f二 [Rd]-' f.J¥"大きい値をま方ニヒ 1ま倒きあ

前卸話宝の{良工ネ 1レキ・」肉、分O)~萱イシコーヒレ

シト椴乱lごi1"I'Iナる設'CLf.!~司;，白依存 rt ヒ 1 Z詫
13l'! Z"をる。 また， d b"'t仁較的孟ぃ領域7"は雰囲

と《散まLか・しゃべ υf勿(:J: 'J ß.且室主~，かちし
ゃべ υ駒 f:J. ~服仰のたみ， (RdJ -I値ぽ Lや八;
ぃ物か咋(1場合Sク大き存f直t末した. LM 

Fig.4に?‘イスフリ Eネー?の有量1:;t.る許~ 0.6 

f;苧ttl1l若1t左京 f.

(b) 01scr1minator free 

~~了+すす七 →1.0 
一一一一、一一一一一一一一一一一一一.

|0・総出品引 8 

a 
GO -

以上d諮果タ 光4垂呈3克刃刻!リj定lにこよ 3 トリ?うム計円9い4.日Effe向ectof t恥hep問r同e目s…e肌叩悶悶e。一r川哨a曲bs…e凹肌山n悶附c白e川川isc町M川r吋t
f聖Eめたグめ}のヌ刻2到f乏1窓主歪め助含2毅受計令たb)均に'If:零号 c川 n吋9r…目

い〈っか《因J.-c:;ヘ寄与が・明5が fこされ ;';0

1) T. Kishikawa， J. Radioanal. Nucl. Chem.， Lett.， 85， 293 (1984). 

円

U
1
A
 

?“ 



3A02 
クエ〉手 ι7・楠i 働4是正聞い Nし、決係るニチJ.， -るヨシ計収~Â

(靖久理) 0すi町淵泣・ 長品川国彦

〈緒告〉 軟P杖射線核椎のうえ峠乙〉チレ-:::--ヨ〉による計測の{宮内艶長 l立、ク
エム今ふグであ~. ニの為(~ 地可守的計数知孝 It4江計剖 Zあラ τも 計技動宇
ポイゑ下可 3の Z-.放射能?IJJえ lミ 1;1 J工〉れク楠正曲鵠ε作科し. ニれよリ計秋元0宇
~ ~< At)，未知拭料中何枚射能 ε革本し之し、~ . このき法 1;S.精A..，感ft_.t''''主<.較
タぐ由香気J科t辺i主， 摘{史 l乞処理4 末~ 1量れ作オ法 2"れる. しかし. この補正的線1-:，

)司 ν る標準クヱ Lチムグ科料'"1Jf..t~ ~生 l:.lt1憩 þ~・Jfl !o境令〈伊lえ1(1"，知半減期j主雑等

)ゃ. あ!>~、(;r説舟は主有料爪~離. ~\t政 L r: 9. コロイド状 r~ rJ今氏リ l7. 白

乙吸収ム.'tじ B 場令(~ 11 祉財官色町暑の玖たJJ'"沼郡 t1ユ丸 この 4 うひみ件下 e..fJ 

クエユチユク・・楠'.iE.胎繰 'é. l~\ 、干(-:..技止す位昔 E 5えたす Eす法(-:.ついz.. 可れ基礎69

rJ投封 t民"I.j.(ヒ.

〈原理〉 史職操fド/"'-従、之 本手志向j長理王 i亙べ:~. i r..之勺円乙リ F ス・主用意可

~. 未知拭料(杖kt絞量:Ax (<<1'1/11) i"l.:ヨ!:($))l雨.::..9 -A'の;，イ 1" J(... (: 41雪ゥ・
勺入れる。 i$JιIJ -^ {-:' I~. さらに 緑、主F章夫科 (ABb〈dpmf b(引い λ1:・-けの
量~.t.鋭角/~主ィι 支ぺt;rJ. IJぐら加え~. (ユ山崎由民放射能'1 (，4"，ナ A，~)/( ~.~.，;) E: 
M 量]. 2/f1i;..リ v ズ /-:'1<1株主位訊料 E加え 'JIJ、.[Ah:: J. 51'/免時内角乙リー X dl tt 
故対宇~ E針~(， J Ex J 計数キE..(l"". A，;.. fJ..A，. ~可 3 t，ぅ.Il'Jえ労後同比放射絞り等

ノ

しいので①@虫~.b\1¥リ主ゥ.
i 'iA 乙リース・・ ; (A.a:. +物)/(定+~，，) :::: a A"吟.:/((忽守 ι)，Ezリ;]…-一②
~m必 :.-!)ース・・ ) Ax/z = t2A1</(X.E:.).‘ー-.…一一一-_.._...-..._ー③
ヒニろで・3ゑ・加す 3株主害拭料 t下誌のみf守E活 1三司ょう 1:.操作す EQhtr-jYZめ

ち，縛挙事え・料は i) 永知執J料 t(司ー rJ骨骨'( ~ ~主うは系~.ì星ち，l~'. II) 11，バ父 J
科目室、料のを 21-:'対レえ小少はい菅('0す王子 jiり竹《 νω 料州料約息域(-..
対レ.完小(-:.)ト.l<ヰ 3事. iJ， jV， iii) のふ件川・5角作立れた崎I E%.'t ~~ ~ E"言 E

ヒ U リ・①)@式;ょ 1) 計数効守 u首去レ，⑦町 E 乎ぴ〈字以ゐ糸~.

aA7C'tA，，.: / t21!." = (シ九)• A;... + 1 _一一--_....._---ー.③
①式iι? 縦軸 I~ a.バ"+"'1)/12A，c J 持制c"A~; E 7・ロ η ト寄れ I尺 aA"，..且'，;laAz"'2 を
trJ. ， 農の機軸の /qSJbr，来抑制;料中肉救射能菅~ tJ. 3. ③豆によリ 11-"内s、rν ょう tz，
森喜志 IZ封紙効キt.!I'<'‘払付くても， 社þ艇決定ρ1・ 4 主~. 

〈安験〉 用いゆ内未知執;料 aυ・桝訊拘{':.i;J， /{fw ~ I /a，"，，- 必<</eA.~ ~p\ /.MK// "，，，，Ior.t，.， 
ト1)4-ウム)kE嬉鯉吏 'i)1<-c ・ l ‘ P忠告弘警~， ι.) z.. it当思 5定ま{':.希叡鋼臨しん乏の屯埼 11，己.
これ E.Jo 'IILfノぐイ'f'レ(-:.入札， 乙与 4十f..- ý.- くふユ~ Y"ー JI，..，E)(-H (利光従軍) ) t 

加えしよ〈品 k今t. r~ tt..， 7 t:1:IJ L sC-L8.1 ;::..放射能 ~iJllえ l (:;.えクエ〉チシ

ケ補・正ゆ悼用叫タ:t;;...-fャーヒ l'z. 1e1.. ;/<..，回虫tにみ豪，メ 4)レレッド・年宅用いた.

〈倖1>本援のJ有用推 E棺めるた払(:)従来法 t比較lr;.従来法{乞 5 奇ク:t;... 
+~J"補'if..ゆ苦手 fJ 、丸卦標ヰ今マヰ lレ弘法(:.ょ 1 {~~ lム ニ内時出%.:f量(旬，針吹
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紳(母， BM与叫ん.J(寄ノEJR" r...J，je1. $.:;1.且〆従来広川3刈叶1)4r，k O)-$-倒
的表通告水'fJ{(.3メのふ.b¥語気料.SI，人
SJ e:胡匁{存.未知怠ぴ・4察手前倒η

採取苦 16t-t湯'1主 1:よリ行ヲた. L 
れわ t尿揮す・比べ・た操作子時I=.1.え，

z>jト不t( T:. 干のー例E与/{=示れ
又.)1，ふ，S~ 番町斜(~づい 2 ， 従弟法

k ヰ~! z" 来'，y-、/三重合事~ roTf，ι1. 1:フif.i[ . 
ニハ侍果ょ 1) 本拡11-従j.法 E用者、

{二色約 1)i:事 ~ρ'd専向れるふ祈 5主 "l." あ

3 宇T¥'k) b、、作. {J.釘， 荻 aJ>!1IIオー7二

の訊判的今持';1パちりヰ jJ~ 久走〈‘
;J'J主(':.長時局JE. )位奪告す il.

ι: :3 Z"，イι時クエユ 4 ユフ..!:.在
クエユ 4 ユク・ 2・ IJ. 神ïf 助手本 bX~史

)1¥ t'ff:./"Iわれるf.b'" j.目内れてい 3.リ
可:z..) クz::-φ 1'-ヒ 1'z ，即T身乙

1弘幸 y メ φ.1-J..."，ド. t用い2:，神ifHD
緯~ (}~ l (:己. 当仇 4念果~ F ... 示~ l'す・

す.従来法 '''11t十数秒寺吋ι IJ.6メ向
持込 .þ\'今村 1注 I~ ~~6 〆品収 .!t 与え

~. ~t xま， ニA ょう tJ)事件下 Z'，本

見"C1flぃ 'Z~ト竹中 l" Il '. 
(;号車〉 表後 1....従来法 I:)tす).:iド

~i..町長 r<r.短f'{T tふり b日今民長

F庁(1.. i) 封殺劾キ t依/J)d華rJ¥.... 
(:定:.:rム集る。 'ri) 稗苧 1::1.汁ゲ章夫・
粁の 1，t.rt4.i 1: 肉強 .b\"あ~ .tう t.li有料 1:

iiLl '"l I守. iII) 自己 眼似の fN.図 k

川色物全 E令止執柄ゅ，小説J 琉農|ぎ
す~ 1-う旬怯i料z"む，添加樗ヰ執現
1J'¥朱長目椋L斜t伺 F 考=蜘乏 k主y&.リ，
E滞υ員乙:t~'\:ヲ飽き・ 2、; . 逆 f乞」字放
の短時 1'1. i)訊斜厳m多い崎 1::'1通

土砂九五)託料pr少壱¥.-11、 T.J" Jf 

1:: Il通芝 7温い. iii)持苧執・科的放射

能章11本知幸夫斜 h同tオザ工のもの

でrJ.IJ れ I~"Q.らかい等釘ムlJ"られ人
1) ノる河tez，浪係三ユザL-- ~ヨ〉

$. $~ 53 

Ax 夕、4クKd1'相 q￥! "'Nn クO.ク dp納

AN， /、苫I kd'Pt!閉 J守8 a'PIJ岡 17、0 tlP1l't 

Aゎ J .6<1 I<a抑 3it" ，0 帽 #.J dl'調
A:J3 $"，、通6 /<(;('"伽 n主 tl'P相 !.J.ノ d，~脚

AtI-千 1.語4 /(4'1t1J1 ?H ttf4l1 1tJ‘? tlf'III 
A.!1$' ?、~O ktl/l'矧 タノ? tl1>噌1 J" J-..J Af#J 

正味封t:キ ExT E 正味討電量宇 E.XT E 正味計数キ EXT E 

( cp刊} fザ~) ( CP相} t栃} (，p明} (羽】

aA" /104%/J 1.J6 .U.~ /73 % {( スJノ ~~.~ /t.量主命日E J.~3 ZU 

a向島‘ J/l7 !/~ J.A唾 ~，.守 .l/l ~昔 J.of .).).J' ~lJ.b 土司7 ?-/1' Z1.D 

aAs. .Jf.士/%必 ヌ~~ .11.3 ~t'a :!.3 7-'6 ~~，.I J青4主再9J.喧 Z耳3

J7J7 t/6 1-/8 .)J.o .J'lt企t7，.10 .Ii.. 」且主士λ''7.4' 21.1 
aA!14 ~iJ8J. 主/$ J./t .2i.。 '::{<f 主~ ヌ.JI).1瓦a 必a:t/.~ '?'" :11.:J 

aAIJ .I8J.!三11;J/.t '~.D Ja8' !~ど 主油 .I!~ JJ.J :tl.{( ，7..Jj 2幻

13.q-. /~.3 :1:.1.-'1 CI'柑 ノ'.J.$t:I.~ cp.帽 t1.? .1; t?&C'f>勿，

/0桐畑"〆o~./'Uf /0 " fO 伸 x個 >t'" 
帽加 ~.peJ 411;，網 tl/f曲:t 'yεIe. 

Fo“伺4 E枠時 F・U唱4 E仲。与 F・u...t>{ EN-.い， 1<1("剖3 C約 3 f戸d，胡J 「拍J ( I<df/J町3 ("10) 
従紙 7. ~ I 令P.N 746 サー~.()I -7". () 旬。‘f'l

本空玄 ア'.~li' ・ /.4'/ 7~主語 守 /'&q .70.3 -P.e，? 

く淵3足'*'{キ> ~瑚え 4 苛'~i"" t>.t (x 10')政明d叫 μ=t-o

UL= 7tO， EXr ~J1)是 ; (jR;岬 tJ. )()(/c)， 防相dÞw μ‘々々 tlL・ ItC()~

aU'fA1，h..." lell.め仰炉制R-J ~.則定JlitðJが4斜例会怠積 /f.3f111t. 作水

t.3訓f... E~-H t:J /IJI.e ) /1.1';-水(=~調書 rtf>k 1.8，..e.. EX-n 1同~)

、を

百世emA"，; /1.刊 1(，柑ルIx向l
。ト 4 事 6 7 lt 

刈抑揚キ竹キ It..比

'D'f At >'1ヲ玄:.+>1.~色:7~~f}1'i:10:' 

3Hdl7J:坤〉少事前'，Æ.曲線~主要

.A菖』、 /?t.6t(l"崎/捌t
混 11./， 1M，・"り訓t

効u色迭J l' /D? 仏側Chl"S品川.ej Hlsat. 
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3A03 
ぅ協ランチレー乙ョンかうンターによるβNiの性

(名大アイソトープちシター)0-"ふ島良男 (右丈主主)古)11路回見

緒主
原ろ均利用の進展にイ半¥，)}原初脆設抑制羽生it1食住民吻r環境に放出之れる
M れがある。放射小生腐食住民物とし之重要な核後として5'fMルJ昨Fe.ノ s8'Co，旬。J
t3Ni 点、よぴ句作をど;功fあげられるがJ4fNilま(i)半減費削r'100年乙も)こと， (l i)純P
魚放白根種てあると乙， CtiD (3税勺最大工ネIV::¥、ーがt7k己γヒイ尽く検*，if困雑て古う
るこに庁沖に重要である。 63NiJj:.原~:t:時料中のニッケ jゆ中J性ろによリ械化
主れる中l匂誘導款再地殻種τあリノその主去生日夫被臥J"j_6切i(牝 Jr)及juZ初。
ま?と， βCμ (1'LJ?)立た毛弓従性Lし之l主布3、環境;1:キiこ放弘之れた63Ni1立天智、l乙
存在するニッケlレの安j之助J立体によソ語釈土1ILる。~フ之叱放射日もの色\)環境誌枠
中の切;左高感度ぢ検~する友めには，か量の二、y ケlレ左含た測定訴桝左J急\)~t:と
知李t:~尚C主3謝史浩かぎまれる。れれわれはニッケJレU ンミ y銘休刊同支え
乙し J 乱Jもシシヲチレーター左加支λ液命シ:，'fレーショ〉ウタシターによJ)ニッ
ケjレ左ユ∞旬以L含£告訴与におけZむ似左超える勧)針数劾宰i.'tJNi色白喝
しIJたJ)て:¥ここに設告する。

実験
樹酸ニッケルの!門治阪支~(NìにL."L I""おわ円〉左浪命シシラテレーション
閏バイアlレにとリ J 木、y トプレート」二言、。口熱レノあめ状になるまぢ芸手57厳自レ克也
放えしたえ長ヒノ史実査にαt7M石両面全左2.4μtiJJコ2.;J 法解した。 /3Ni様手議液J
( Am出 kwtノ製)4O~L/nt-わ左 0.7mtiJoえた後J氷ZSlJなめずらノ 2S-%アシ毛
ニアヌk左 l.s MJ.~口あた。乳イじシコ手しーター (1司仁包 EX-H)lt 〆的必ノ
よく張リノ 3Zぜ九.バックグラウコド左刻史するためのプラシク話柄t)6JfI/探南
港設を))IJ乙劫\わリに水1S:..，{JDLノ円1まにして詞也し友、話J併殺をJ 宣.~2&-006" l 
約ユ崎間協し足元ι決倖シシラレーシ3 yiJ ウシタ一体ι1cJ)~製 L5~?fvo只〉
によ')劫史志おこJ与フたQ 計致時間l与ゴちみつ試料左除リ之，私針設差ヒ告Lずず、く
模手彰U鴇涌芝(υ1u)川4か寸マ、 I;どμL民之下乙な3よラに設定しノ華約タユd舟う1τ乙

希紘志写果R卦よが考烹
調裂した珪~'t.書記料iま青色ò-~l之りるかノ4{)ð -v$D似札め範囲ぢ吸収ld;Jd.. く2

その OÀ~又スペフトlν~poPOp ð)号も九スハ?っト )Vとの重手リ ~lァ{i.く，色クエシラ
ンプ、の彫警は;J\て~¥)とと方fオ?かフ足。

麹)t試料の特性制実討する九や J 針妻数縦丈池盆め怠餅併#昨J免釘{も左鎗動悦リ吃吃ι仇氏九L。麦1に?K〈ZZ，刊. 
著妄LしC昆E6ρJN川l‘の計数勤華乙飴{邑盈a崎幸悶Y巴二句騎魚玄;示示しL 方か¥フこ内lはまフ工〉ララケ)]'‘
皮1を三老jナfH 材値2在1切，;\}了\し九九_~ 2.51:>吋のニフケ Jv~金九 3M~え桜flt肱試料銅製直径がよ
二泊lこ嫌レJ まT側斜イ色かっ支え均ニ σ)物哨2~L__.'tしそのイ例制糊製

qu 

ηノ
臼



表1. βル?の計数あ幸(%)の経時先イも

Ni(mg) 2 hr 11 hr 32 hr 40 hr 72 hr 81 hr 123 hr 

l 72.2(104) 74.3(101) 73.9(101) 73.5(101) 71.7(100) 71.2(93) 73.7(104) 

10 70.7(112) 72.1(109) 71.9(109) 70.7(110) 70.4(111) 71.9(103) 70.4(112) 

50 68.0(128) 69.8(127) 69.5(128) 68.9(126) 69.1(127) 69.0(125) 68.6(128) 

100 66.2(144) 66.0(142) 67.0(143) 66.9(144) 65.3(144) 65.8(140) 66.4(144) 

150 60.8(168) 60.4(168) 61.9(168) 62.1(167) 60.0(165) 60.2(163) 61.0(168) 

180 58.6(182) 57.4(181) 58.8(183) 59.0(181) 54.8(175) 54.4(175) 58.1(181) 

200 54.3(194) 54.7(194) 53.9(195) 54.2(193) 51.4(186) 51.5(184) 54.9(193) 

220 49.9(206) 50.6(205) 50.5(206) 50.9(206) 48.4(195) 47.2(193) 50.5(204) 

( )めはク工〉寸ングの程度1. ff~-; H#イ直.

イえbO時間まτl立金時~1J_-1ß.τぉフためマy マ0 時間
経過した時点て二、y ケjレの含有量か 1~~ 1X.t..，の
試料τlま二祖にみ隠し之リ九。これは表1で401詩
閉経過崎句会故処辛口ユ時間経過耐えれ時、ノ
ISu刊はiJ.，z上の試料で1/1̂" 4.之%低下してけ
ることと一致しむ)~~ま良工全 l之 H 特侮 jま，.A}'工ぐ!j_
1)，フ工〉ナシゲJケふ1く在:/-z.\)~ こどをネし之
りあ試料銅製後 1 2.0時間帯主闘し定時点τ渇足~，科
左j三く訴え')，う見ゼ九¥ι こ3，鋼製t亘復ヒ|号訴透明
な一柏ヒなヲたい後3略的地し/-tヰ戯散し
た結果l弘之1ζ~ ，計数知ヰきおよび.H 搾イ直ヒ毛針
料辞l匙重f~ヒひじようによく一致しむ)る己ヒノヴわ?J'るo :1tf:.フてま託料かニノ簡にみ離
する南1 す狂わうう即時間以内t己主く提つ7昆;e'τヤれば設定し九訂数紛争τ再現性
よく?~~'えず3 ムヒか-z;芝る。
アラシク試科は朔控復2.~時間給品設かうヨ0分台浩j 五3 !lイク lレ〈リ i昆し，走
ユの結果左イ孝弘をユはニヮケjレ量伊増すた灸¥>， )心7クプラウ〉ド母、イ6く在るこ
ヒ左京しτリ 3 ヒ開時にJ己挙手島あによる那智かえまりこと色不して~)~心
本議II~包長における検灯餅を 1000分計刻に色、\)L. 2 ð'-と仮史するとJ 検広 F併

のじι放射能は 220門川i 内劫史認桁i，'， 計数お辛50;どノパγクグラタンド 20.~ナ
ー乙おリノ 1. t4pC:/SNi ~なる。
現在 J立教大与府間寸l<LG，A1I..原材アのR決ず 1ユ白書闘ノ判1手与ι河鴻月照月将例F弱身射すL乏
;豹約3お心川吻削gがのニフケ初jレd奈第z
シパミ〉冷企旨路俸乙μCc定量す3実駿U立終宇τ布_)J -1_η彩集¥'2..つ¥j?_毛毛足告j":J矛え
τわる。

A
q
 

q
L
 

麦2.)て7クブラウ:/¥二主協キ
Ni(mg) BG (cpm) H# 

l 35.日本 0.6 106 

10 

50 

34.3 ヰ 0.6 107 

32.2土 0.6 128 

100 27.4土 0.6 144 

150 23.5土 0.5 161 

180 23.6土 0.5 168 

185 200 24.1 土 0.5

220 20.8主 0.5 200 

誤差1<):，根芋俸を(lli) 



3A04 
決鉱シンテレーションJ去iこよるCA!:集計測lこ的Tるエネlレイー
令解能

〈おま犬・化) ~を司牟

4ょEf.. 1-:'反体シン子レ-)/ョンJ五tこふるcえ主主計391lz，i反郁弁別法C'PSD法)の
とゾ入札l 二よるイ也η紘子山議事'j;~叫夜主 L て芝たニとも一字Igj ヒ i って，みぞ当日ニ
/えく行われるよいLIL安執狩lこ日 17るcよ才ほT九の lし一子シイt.uこたを1二Lで吃
良l--c.、.~. lがしこの方;t:_Iこふる01.;':'怠の工ネlレギースペクト lレ毛見るに J宍存cえ
ずえ射保ηイ函号JJt量も行うにはまだ方‘三yのIAJ匙1伴jヰ'lj支の分解能〈・為y ご6I二
1た 1η 弘之成・構が b~ えてJ.. ')荷おなシンテレ-7 ーを府、し当て 3 こじ 1手 I}.Ii・r~
朱l二進L1:.þ本ηずある。潔右 1 正こ η ょう正限界乏勿ナ・ ~j_iにき汗し私Ifιlこは，可能
仙川氏 Ltベ('I'l..jシシ干し-7ーのうねり1岡毛主貨危する乙じ司I・3ちいえめつ
つも，1包の奇ぐ少し"1."-1;改善-"t'乏るこしは仏、刀、!:..;f要素し，今1日l主反射l萄E持ヲた

誤がい'レゲーの例えヒ的恨ん併あY，エネ lレゼ'一分解勧二山手教33鞍忍|正
す旬、について、くつ勾、の突峻沼糸工報告する.

L23金 又・ 1 則定義宣反射面E符?1dがTホtレタ叶ーいて lJ..I 121 1 Iこ示
寸桶のいし I I~ ~ 6) I報酬トもの昨季;Ltた.主札t'K_，こ梯 l7;え電子
増fをぜ(r門i")IJ...RCAキ改の 'tS1S-弘じ ftタ0宝:τ・める .?SDはこ勾蕨
工ネ lレぞJ争解能l二夫さ正盃持á~彩iE』工なく，また偽令にふっ-c..1'1. I ;" 11_え勾主ム'
a守闘の返、;j及的初'10)11え長、pパ丁η方司，"工不lレギ'一分世特色のよいこけ誌の
札7:料、 J実3試が「へη;l:i司イ1d-.'P$05z-の併l刊司)"，芹?更しええてノ以下の‘但-*:-i'IJ..rs 
D件l前併設ir下主主しして九九7二.イ吏i訂けいる l日誌::f.I1.下記1寸‘す方会〔句t勺で
あ~ . ~一

一
日耳~Prc-瓦ドI ~i悦

ハ帆f

1..2. トしーすー l 司、‘(~tt?明主lム ハ乙 ι1勺χ附対色勾ヱ9:1lハc'=J
AZiFr dJ27ムf・はデt7At

あ~ I CA:-

塩芳成主にずえた?え I pH 3"'-'イト Lしジンチしーターいべ'(.-r:::7:z.::..リル)-&-7:t.::'11...方材
、i-Iv I必荷、f's s 0，および丁7'1レン)t令t・1パHD t.li P (')シE震えた工干仏砂レ.))
~ ~ Iレヱン潔浪旬叫し， Ar ガ、え壬 Ay~零 I.j} ~r"( 1 片岡ーだとこんでJ和後予
t 訟に過宏子オ努力f十令月三立するい・待ラ 1イ L、この有税不J!Jl;~'J定 I二便した j
~. 3 剣先註提示「州議 l盆3I ;:;'f，すふう正乙追の成金Lη別免税制号?を作家L7
A狩嘉久η併設1..0・1川 J -̂' 3 "，. A 勾策)~h"がえ1 件ん。
乏ム笠Zミιイシンテし-iーしL"1..fs 130 t..i711...ン't..1司、べ、、3こη告会
特同^~ 7トlレη111'11...料μ 、|乙111牛Iこ吋..:Z I :: ~~，'j匙尚もいト‘ ~1~ 1:: L
Aし三ηエネtいず一分解民主ヴ・。 7けむす 1:，"'-7(以7AtJ 1:判τ3千fみfhJ.V:・
~. :3 8' M-E.γe." -1 (以1Po)Iこつい 1勺'1.札し L九}ゑ1I '!. l. 1::.. 2J) '1. :1'，す.
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表1.穂村係件下均命的・サ解能
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3A05 
波形弁d'll玄互荊レ、大成係予/yテレ-)-、ずでの0<線ぁJぴ
F謀長刷涯の発光誠司茸
(都立犬定)0平z，i;I 定-文ノミi)11 失調 2議内立二号

法定長和室 J マ忌 3ム量i
lJ手);定何ミシ yテレータ一五用いrα及乙えの又府係の漫』↓克広IdfCぎの分野めみ fすヲ
ず喝玄〈剥F再三八ている a 之八五羽ν T，定量広め寺II~を.， I;;;f制定自体zえ両軍であるよと
p 計叡初宰試食ぃ乙ιJ 等p切る。レZ入レ週IJ芝訴~tø調室 i古イtすま有家五用 ν て ν、る
ので各遠のアエ Yチンヌ初来試合ま八るこ乙が考之3れ号。ぞのずのう 5t'も0¥¥¥1震
とLβ諌 l寸寸する運賃柔Y エンチシグめ初来ノ局走塁;系の豆~\.•• ，.、lてcまるスベ一月の正広初と二

マパjt:乃反えの王室u、五被釘する大め今回lヨエネルヰースベY トJレの茨南極ノノミJレス
波子りのますi可分-O/?'?支イttサ U之て γンプ、Jレブコrトン互罷測するュιl二ぷ 1)0<.議ιβ菰
(，ぷる庖味ずのる成分の援実五五え初d>I互いlてついマも実峻五ffフ夫。

(実事た}jlj定)(メ友病係lてlヨマff守思射し天治療じ.
スマスよリ主主週五本分離レス占Ofるのキ孟醍港皮(Pt/-

1'.り lてトルエンーがρEHρ(1) Y暖y( ~乙ーエテル八

~シ pレ) )の υ:1)7a令塔皮五加えて ::VOん互澗ゴミレ
六。内部転挟電J板前体lえl司β9ぬの王争孟玖庵I定左足
とニ同義lス羽広レて凋 ν、大。蓄えずrld~しit Y' Yテレータ
-(s〆'YlA:i:a_ (} _u ) ) N E -主/J 'E.用 υぇ.度~定訊村16

室長t侃和レスものと Ay-{rtl.S 五点圭込ムタナ倉極支レ
六ものの之荘頻lて荻原五加え J タイムスペYトJレの 車)ぷ吋)4.ph_.，r;.，.._ 5flフ才ト芝ノレ

巴-?位運[Jy YメJレフズト Y制定1，よる 3/〉ノ子レ F守L.β心d “お炉.amt--
ーター内ぞの正式初め宣〉、!J急火。 F伊1t~ シ yj')レ7;(トY温11乏の 8ゐGkoCa;ω.h71.〆
Z示す e放射線毛ダムール瓜 CANBERRAJ oRアE心主工裂のもの五寅摘し犬。 ー

〈話来)夜見えγン子レーター内lてき宇或涯のの分ミfZえ含:iλている湯令lミ1;;)，"ノそうで

:i.Jυ湯令l之氏ニベ"{CA識のタイムスベフトル1;;1:相対垣正時i前め逗ν、才ヘタフ卜する2-
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3A06 
N， N-一二置換ジチオオキサミダト銅 (11)配位高分子累積

膜半導体による放射線の検出

〈京大原子炉) 0笹川 薫・岩田志郎

(序文) N， N-一二置換ジチオオキサミ夕、ト銅 (11)配位高分子累積膜は、 N，
N -一二置換ジチオオキサミドと銅イオンとを気/水界面で反応させて得られた毘
位高分子の単分子膜をLangmuir-Blodgett法により固体基板上に

移し取ることによって得られる。 この累積膜は、光電導性をもっジチオオキサミ

ダト銅からなる層と電気絶縁性の良い飽和炭化水素からなる層とが交互に層状に重

なった構造をしている。 したがって

もし図 1に示すような構造を持つ試料

を作製する事ができればエネルギー損

失の検出器あるいは膜面に垂直な方向

に関する位置検出器として機能させる

事が可能になると考えられる。 この

ような検出器を開発するための第一段

階として我々は一対の表面電導型電極

を付けた累積膜を用いてα線の検出 図 1.位置検出器のモデル

を試みた。 以下においてその経過を報告する。

(実験〉 表面を疎水化した石英板(1 0 x 3 0 x 1 mm)の上に、ビス〈ラウリ
ルオキシカルボニルメチル〉ジチオオキサミダト銅錯体[(CI.之 H2SOC 0 C Hぇ)

之dtoaCu (11) ]の単分子膜を 9500枚(1 7μm)累積し、その上に
T字型が向かい合う形の電極をアルミニウムの蒸着によってつけた。 その電極間

の距離は O. 1 mmとした。 試料と線源は真空中に設置し、常温または77Kで制
定した。 α線源には、 U/Am (5. 48MeV 0.75μC i )を用いた。

パルスの計制はORTECl
42型のプリアンプとNA1G
E 5 1 1型リニヤーアンプおよ

びPHAを用いて行なった。
図2に制定系の概略を示す。

用いた累積膜の厚さは 24-/Am

からの5.48MeVα線の飛

程より薄いので、吸収板を併用

しない場合には、累積膜を支持

している石英板によるパルスへ

の寄与がほとんどない事を確認

した。

EI ectrode 

盟膨

「四

し19
N2 

241AM 

図2.累積膜による α線のエネルギー制定系の

概略図

n
w
d
 
-Eムワ白



(結果) O. 1 mmのギャッ

プの電極を持つ9500層の累

積膜に 1000 Vのバイアスを

かけ、 α線を照射して得られた

パルスの波高スベクトルを図3

と図4に示す。 図3は299

K、図4は77Kでの割定結果

である。 カウント数がすくな

く、バルスの波高も非常に小さ

いので、スベクトルの形はそれ

ほどよくないが、いずれの温度

においても α線のエネルギース

ベクトルに対応するものが得ら

れているものと考えられる。

分解能はいずれの温度において

も20パーセント程度で、 77

Kで得られたスベクトルのほう

がピークは少し高エネルギー側

にあるようである。

〈序〉において述べたように

この累積膜は半導層と絶縁層が

交互に積み重なった構造である

から、累積膜の上に一対の電極

をつけただけでは半導層から電

極への電荷の放電は起こりにく

い。 したがって、電荷の電極

への放電を起こりやすくするた

めには電極対の数を増すかある

いは累積膜の断面に正しく電極

を付ける事が必要だと考え、目

下検討中である。 また、検出

系だけに限らず湖定系、特にパ

ルス増巾系の時定数についても

検討中である。
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3803 
大見守ト 1)j.トヴム仏;{16学干杉%IJ1，農度規i克l

(九大工} 岡ヰ宮雄 (札大王星) 0キι京l殺i'高島直ι

C はじめに]

I qι。年刊れ核安験上人後〆環境中へI之&され色トリ十ウム I"d.， ;}見在で l川、 7す1)

正日しペ lしはあくな 7L..ける。 l力、し原、ヲヵ施設から環境lミすLt.土札うトリヰり

ムl喜?なり増犬 Lておリ，今後核融令 F 長良l三件、¥久量れトリ斗ウムポ放弘吉札

る b千想主れる。 'tこと兎官主め是車中炉 1¥、'Y ?ゲラ今ユドしぺ lレ1..担って決どこ

とが・lド，Z::'ある 。 オ~ q Il丈塁L中ゎトリ今ウム lご建白し，大気中ト¥)十ワムイι会均

三イι寺初制(H T 0 ・HT・C.IiJT)I:::.章宜主;s.J~注し乙\l ~ 0 時ヰI支i事ニ止にら

!.!;宇Z'H街lτ る色か品筆殺害験互びモ n 議事果之もと 1=雄主に花束11免法 l乙つ¥1 C報告
L色。 今年度 IJ.吃 ι三官E員三去 1=基づ、を護連lニお IT七、t くつか日夕'J庖締果 Eイ専f=r/'宏、

萩をする

L襲験1
u】サユ 7.リニゲ、、、ぃ 1q 'i?ヨ辱之内カ、ら毎週 i回九叫大挙構内ごく 1q ~ 3号10

月まごIJR 工セユヲー敷鬼門ご J を札」式後 II 王室号事~2.号舘横}行予之、\ ~ . ま長

1 q ? 35手L同友リ 1q 8'牛島~ S Fi寺で仇 l 与問毎円 i 回.トリ今ヴムカ~'l:丈低主此

るof低性F あき主包点 Lし之 r 佐賀県t:=旬町出玄語原3刃聖電所 l司坦J{f行づ f:::0 
山荘置、、、、、ヰヰ度製作 l1三すニ 7。ぅ YL 要z島町ろ iJE.朝 1:::'~完走守き主か，電予ヰ

訂正見待是~t. HToη ヲム小前段 lこ車リイ{'1 1王。
山言式荊氷"'~収川、、各力ヲム t マユト lレヒータと・ lj. 0 0 o C I-=.加熱 l， l達雄し f三

位ゲλ乞刃もし，ト lレドトラマ 70と回喉 L柱。

(4-， ?1'11度、、、、、 lオ了 o11試7料水Lf..0 ..... 1.と乙--トし-9 ( 7ワアソー‘ー lレ江 )b 0 相 L

"t IOO ""，ι品ヲ 7ロ;.../，'‘イア lレI-=-入時t I ま 1主 H 丁 ~i/、c.. H 3 T I~ 鼠新 yに『駒 ~L

込.:.-t L. -タ/之骨、 1t 之 0 市t .P_出チフロシ J'. イ 71し 1= 入札諦i種~l 私。 }à Jぐイア

iレ1&完全体ユム今し一立 a-刀ウユ，-(A I (l )<，，，，， LSc.. -LBi)cpτ3日.!:I，、

よ J令まPl 作後，ユ 0 分間伺 ~o 目劇良 εñ .， t::. 0 

E翁晃.g._1/考察]

九州久字靖l勾τ‘主主耳元 した言肉料内トリ今ウム護皮 Lf i ~" 11:::苛、す e 年間[_j_，し
て HT 0 I~ 夏場出今戸E期 l二~ ~ ，)与場向車場朝件1包J、¥-1宜主芳・ lL いき . HT~-u." 

C H .3 T 1ユ宇宙下変動力V見られず，也、い下、 1-史小値 E示1...L.ける。 rlT 0 匹場令

Rエセニヲー畢氾内 ι¥q i? 3与ヱ同"-'I g 2 3与 5，A品平均む l午 7 ‘3PCι/1}
七玉里宇部 2号館頼 ι1 q l? 4 与 z 同 ^-'lq ð' 4~5 円小平均 ~'μ 、 I P Q/主〉

小トリ今ウム覆貫主弘毅τ3ヒノ約 31苦労韮1主主 11 が見られきが，二時'-I"d.極設品事警

があ 3ι尽h札会。 汁 T 尽ひ:"c..叶 3寸につけ之 1;):1さい 1三川町議。、値ヒロコ亡、 3忌。

姐号 t~ 2 号館横!こ手~ ¥1る値と)(すっゲラウユド l1" d.と，ま巨尋問乏 AlてA 値 l主

得られていな 11かい，叶 T0 I享 D、2 ~ 1、つ pι/...J，ぷ o'" d' 0 P G: /j_むある.
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てけさが，全体的

1=丈究中 F 卜り今
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玄三句原 3力彩豊科T崎立Lで訴取¥1三劃軒小トリ今ウ t..._J権]主主 fi守え lこ示す。

H T 0 Il-や l手リ霊場高く J冬場か l色く号ヲ之、 Jき。 汁 T~1λ (.1イョ T I~ 寺飾賓室司色

なく|ま lぎー定 h 省主号、 L之ける。 これらの年平均7農産 l手， MTOかい ο，7 9 

Pむ />>1J 7 3 ‘i( p G.; /')_ z.:'広、) 、 パT.fJ-uごし円 ~ T Il Jt. fl. ~-tt.. I ，ユ 7
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3804 θ本におげる環境ト J)チウムの Jてッ 'lTラワンドレベル

(九久躍) 0石島田Jl幸o，中村恭特，井上痛稔，高島良正

日卒にお|ずる環堤ト')子勺ム~バゥ'J ')'ラウシドしペ 1レを把握するため，全国的

にサンアリンプ五行¥)遥々 のま章定試料l之ウ¥.)¥ト')チウム:農度を没l定したので報告

する。 サンプリンプl志向82年紋ヒ19S3年紋のZ回行フたが， ，q S2年の試料η分折
結果Id.第27回扶射仏学討論会ですでに報告した。 本報告でId:Iq~3 年円分析結果色

中心 lζ，，q宕21手の結果と比較しな右ぐら報告する。
L史教]

1'1 s2年1';):沿岸表面通7k( z1 'r所)，湖水(7 'r所)ノ河川yに(Sγ所)につけT
分祈したが)19 ~3 坪 Id:沿岸友面海水 ( 1.0ケ所))湖水(Ibケ所)I 松葉(21ヤ所)
五分析した。 サンアリンプ杷点在図11之示す. 松葉 11枝乙駒と抹耳元後 p 実検~l'、
1を?東鵠乾燥3主l二よ').恥葉内令有水色回収した。 Jに試料及び令為7KはキE全~包走
行い精製した。 たたい含有水ld:.回収中 l二混入し寸くる棒先十主的有機拘を分縛す

るため J 過説化ナトリウムヒ盛マシがン選定カリウム五加え草笛した。 ~l 賀11試料
水40叫ヒJ7)7ゾールJI.60.Jを子フロシバイアル中で:昆令後』アロカ LB -1γ 

1000分向行ヲた。

L結果とj号繋〕

j昔芹表面海水の分析結果主義 1.1三示す。

手均 ld''!、1.主S.bpCi/.{ (C札 2~ ，3 % )であ

リI I守n年の平均値ZO，I:t3、宮 pα/え〈 ω.
17.4 ~も)とよけー致色示した。 株取地点、lci.

河川水の流入|二よる直持的な彰響のな、、場所

色霊んでいるポ;日.$唱、う蓮く離れた1.，手弁

の表面海水のトリチウム濃度ボこれらの値の 認・

約半う?であるニ℃色寿えれば) ~量水の事響を
かな 1)~告げてけるニじ均てわかる。 イ直の筆画

l ま Iq~3年 1 1.3九 2Q.I p乙i/..t1ゃあヲ) Iqn年1J: 3q・
13、5rv 2b，Q Pu./..tであヲ人。 ニのように沿
岸表面迦yにのトリ今ウム濃度ポ之匂 3イ告のば

らつきを持つの Il) 気象妖}兄(雨の彩響のJ員

長)や貫主理的虻j兄(陸yにの it¥..入や海水のえれ

具令 )η輩、)1こよるものと思われる。

湖水内分早々結果を表之 lこ示す. 手内 1:1} 

l勾2・ Iq6・E

L司 Lok.ewater 
P -Plne needle 

13日・

Flg. 1 s叩 Ilng10則 lon5In 1983 

63. I :t. 31. q PCi/.i._ (c.ν s-o.6 y" )であ~ . 今固め鋳果 l立|守 ~L与のヰ均値判.3 之26，3

pCA./λ( cv. 26.5月)乙比較するじ強度ボイ色く )Iまうっきボ犬き¥).。 これ11，，q&2与
はまヒに位置する応報的丈きな湖のみを分折しために対し }，q 83年Id:全固め4¥k的な
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T口ble2.. Trlt!um concentrot!ons !n loke叩 ter
!n 1983 

Locロt!on (pC!/Ll 

L-I L口keKutcharo 63.3士7.3
L-2 L口keKussharo 113.1土8.1

L-3 L口keSh!kotsu 76.1主8目5
L-q L口keToy口 115.7主8.1
L-5 Loke Tow口d口 116.6土7目9

L-6 Lロke丁目zow日 87.5土7.9
L-7 Kosum!g日ur口 37.9土7.0
L-8 Loke K口W日guchl 53.5土7.q
L-9 L口keYomonak口 68.3土7.q
L-1O L口keSuwa 70.8t 7.向
L-II Lake Blw日 51.6t7.9 
L -12 Pond Koyamo 36.5;1:7.6 

L-13 L口keToyoda 31.6土7.0
L-I勾 LakeEzu qO.O土6.9
L-15 Pond Rokk口nnon 20.5土6.9

L-16 Lake Iked口 26.4土6.7

ワ
-
n
J
 

η
L
 

Loc口t!on (pC!lU 

S-1 C口peNoshロppu，Hokk口ldo
S司2 Abash!r!'Hokk口ldo

S-3 

S-q 

S-5 

S-6 

S-7 

S-8 

S-9 

S-IO 

S-II 

S-12 

S-13 

S-14 

S-15 

S-16 

S-17 

S-18 

S四 19

S“20 

Hakod口te，Hokkaldo

29.1土7.5

21.1土7.q
27.9ま7.9

C日pe丁目pp!，Aomorl 20.0土7.1

21.8;1:7.7 
23.8土7.5

16.2土8.3

11.7土5.7
12.3;1: 6.6 

25.7土7.q
16.1;1:7.8 

16.5土7.3

19.6土7.6

Cape Inubo，Chlb日
Tobロ，r11e

Fut口mlura，円le

Nagaob日n口，Tottorl 

N日gato，Y口W細目uchl
N口ruto，Tokush!ma 
Cape Muroto， Kochl 
Katsurah日間a，Koch! 
C日peAshlzur!，Kochl 

Totora，円ly口Z口kl

Sendo!， Kagosh lmo 

Nogasaklb口n口，Kagosh!mo

Mlyake Island， Tokyo 
Ibubu，Ok!n日W日
Ish!gakl Island，Ok!n口w口
T口ketam! Is1ロnd，Ok!n口W口

2q.0土7.7
23.7土7.2
21.5;1:7.5 
13.0土6.9
11.3;1: 5.7 

12. "土7.1
lq .8土7.0

Table 3. Trl t1um concentrations !n p!ne needles !n 1983 

Locatlon (pC1IU 

P-I Loke Kutcharo， Hokk日!do 51.1企5目7
P-2 Lake Ak口n，Hokkロ!do 80.8土 6.0

P-3 Lake Shlkotsu，Hokk日!do 68.9主6.9

p-q Lake Towada，Ak! t日 向5.3'"7.0 
P-5 Lake Taz口wa，Ak!t口 37.0土7.q
P-6 Lake !na叩 sh!ro，Fukush!ma Q8.h 6.7 
P-7 Chosh!，Ch!bロ 30.7士6.8

P-8 Tsuch!ura，lbarag! 58.6土6.2

P-9 Lake Kow日目uch!'Yamanash! 41.2土6.9
P-IO Lake Suwa，Nag口no 36.8土6.8

P-II L口keBlwa，Sh!ga 30.Q土7.6
P-12 K口円日Z口W口，Ishlkawa 61.0土6.0
P-13 Tottar! Un!v.， Tattorl 5Q.8土6目。
P-14 N口gato，Yarr旧日uch! 33.5企6.1

p・15Toba，円!e Q3.2土5.9
P-16 T口k口chlho，M!yazak!
P-17 Pond Rokk口nnon，M!yazok! 49.1土6.0

P-18 Lake Ikeda，Kロgoshlma Q2. 0土6.5
P-19 丁目negashlma，Kagoshlma 38.1土6.0

P-20 Ibubu，Oklnawa 31.2土5.8

P-21 ISh!gak! IsI口nd，Oklnaw口 20.3t7.2 



3805 全直分布布、う見た天然ぶすのト yサウムり挙動

く九久坦)0加治俊夫・白鳥身lキ-骨集皐哉-高島良正

[緒喜]

環境中のト jナウムの挙動色目flS j]'に7る場合.徹抄j謀議良変化 !ζ対応すb精良
りよい浸1史が1明要乙培フてくる。例えIf.海水マ洲本寺，::..おIjるトフナワムク涼良
介1f'之精良串く測史歩るこ乙がで乏AU<f'‘犬焦点すりトコチウムの挙動乏従来タ衣
届本の砂 lζ よる t1 珂丸、良之 ~l乙一歩前進之てるこ ζがで乏 .Jキ笛日す問り推定等 iζ皇
要 tJ.情戟之得合乙 ζがでさる。電解濃縮局乙イ'~パッ 11~ ラウンド沢体シンナレーシ
ヨン克つン1-，二よ会 J員1史広左組み合わせるこ ζlζ 串ァてこのこ乙 ~t 可能でわ3 、

転々 L寺第27回ラ本討論会i二おいて.北A干汗深海Aくり十 Yサウムj集長り興事本bる沫
良ア日 Y ィー)~ 1乙フいて報告した1)。
今回 l事、深海水乙異なコ卜 3ナウム表皮自体l利息く時怠いが長代が偲小ζ者え》
札会湖水 lζ着目レ.支努J明ラえゲ í~ ，乙おいて抹水色行フに。排鼠しに5~~~II湖水 i乙

フいて.けずつム追及乙電気伝』善良タ測定ι行い‘微JI、tJ.変化タよ色珂、左試みたり
で、そク絹糸について報告する。

(Ai去1
1.試科掠取
IHt年 5M よ句.主賓 J唱り中央審~2，ヴ
y昨(ri(t. 1 ) 1ミおいて、離令私ヲバシド
ーン捧水器(抹1.K量2，J.. )主用いて掠本
左11フに.
Z.電解濃縮

電解蒸縮教室 l;f..前回報告しに乙のり
乙同住であ会。-*"装置の特微l事.最終的

l二浪体ふシサ Lーシヨンカつ二〆'1-Iこよ

る測定左looJ1¥イブルで年りにめ.容積
濃縮比で最久zOまで可能な久容量く 1..2.

主人よ〉之拘f:..t: k t ，し左聞いている二ι
である.電極時.陽極l二ムツケル、陰極

l二鉄主用い氏。

電静岡方、ヨス七 lレ|ζ.完全妻、智之行ヲ r:;_試料Jk絢550ml左入札 民政イ七ナトフク
ム乏i邑量点目え‘こり電解決が約0.310今木酸化ナトコつム洛浪乙なるよβにした.こ
り後.2，.0 .じのf亘;時中で 8本の七 lしを直列|二建売札.電}克服100叫ん吋で 電僻

月見カて利治量 I~ 怒るまで連続電解色符フt;:_.なお. 3A-り七 I/'"ゥクうえ~It . j農縮辛

4 

A 

A 

q '" ~km Mt.Tarumae 

Fig. 1. Sampling points in L口keSh i kotsu. 
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左求めるためつます照セlレζ レ、パッ 77":5つシドA<.I乙既如来良り卜):チクム本左畑

λ!こ。
電解終 H史、男性λk温仇鈷左i且量加え中糸口して再が完全f長官在行い、l∞n&のラフ日
ン1¥イアル|乙乙り試科水1f)mtζN!:.NネL製り乱イもふンナレ -1-.Aμa.50 I JL 60 J. 
左加ん、思射能別史用試料乙し氏。女l史.~t ‘ AloKa ~えり色/\' "y 7グヨ Dン「液体シ
ンすしーシヨン克つシグー‘LB-lでftT?と。

3.電気伝善良ヌi史
湖水 |ζ 異質の水が混入している }J'C 会 rι托彊するため i乙.電丸伝毒良のj~'l史在
行フド。芳成 lt.抹水佐木基.留の試科lK1乙フいて.柳ネ製電気J伝導良測定装置.Ml

-8型左用い↑こ。
[結呆および汚東]

支%珂l在.最j早野で 363n ζ本弁で I~ 田沢j~fi 1::'つぐJ呆L、湖である.手た生島刻、良

且オ¥.1志賀東急;明lζ晶L.叱理的l二1*逸平洲|こJ告する。枇フて.夏季 lこIt本浪A属が
形成之A'L.A-史、軟におりる体本時期今春季街操剣lζId:よ下等J晶|ζf手フて完全l乙河本

~ð循環7 る lå:ずでみる.水 i晶鼠屠のプロヌィールがその主主卜フラウム進展タアロ
フィール ζ ー量~t る点、ごク点、~~IIR .s忠、でtJ~'が.~央執結呆( fi d.s.ι-.3 )で I~ . 

誤)t左希Jt. j 水，flOO れよ人涼で~*トクナクム濃良時 '~I~'一史である乙渇えムれる.ま
た.向抹臥~点。表面湖水ゥト)1"クムj忠良が-t-'f久三 tJ.，支仇色J示しているの~j. . 
ポイシト iについて Id-.電気伝導良の変化力、ふι回目 β克、な手ク 1:::".5.l量来持λiくや培下
水号~異費注高滋良の卜コチウム乏合わ本が混入してさているため乙鳥わ水会.し

だレ、ポイントえ lこ闘して J事.位置的|乙長官 )II~ヰコタン f\ 川少..ì..tJ.t歳入河111万b
q:>砂響力てあるのjPC'夕刻、lドRS JJ'でえよい。
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220 230 240 250 260 
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220 230 2向。 250 260 
-1 ・1Speclflc conductlvlty (μa-.cm-.) 

Flg.2， Vertlc01 profl1e5 of trltlum concentrotlon 
ond 5pecl flc conductl vl ty口t50/l1)11ng polnt 1. 

Flg， 3， Vertlc01 Droflle5 of trl tl叩1concentrotlon 
ond 5peclflc conductlvlty ot 50叩 Ilngpolnt 2， 
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3806 大矢ヤのHTO‘Hiの測定ヒlイTO電併濃縮装Zの試作

(新潟大理) 橋本哲夫、 o樋ロ靖、品格 者、外体重も

l、ト1/4-ヴム(以下、 iY.記す。)(主、白性界中ては主に HTo'(l¥う Jに型ま

セはHTの氷室型て持誼し、をの託生語、|之上リ勾くが品層圏中lご浮遊しZ.¥ 1る。芳

生*'、'Ll (. I-J.、 (1)大気中成令ヒ宇宙線の反点、による白然託生、 (J)枚渓者支g支出来、
(3)原宇古乾電、放燃料再処浬)::祥う月色素物卦ょによるもの の三嘉手に久別される。

このう-c(1)の主の-tf;fl二定量存riし、 ωの主の者同ケして日〈傾命にあるのに対し
(3)の主の I;l:.近年の原子力産系の老展及1J'-"5!drt'¥¥生物資のふi用増加に祥¥1 、増え~ 11頃合l
t示している。新潟摂て主昭和60キを穐1::柏崎尿手古老霊前始業され、下による大
~~S来昔、\'0国己され-S， ~ qの研克窒ては丁;古来に討する B骨イ首ヒして、新;場大学に
あ、¥)て I9 g J年/之同よ、j大気中の丁試料を捕集し測定t好ってき主。また雨水
につい之主間放に Iq83Jt:ヮ月よリ測定し、乏の結果占付事5点ちのて‘以下報基す
る。ま長守後の実、殺において、地下水害"Í~震重しのま占料を測定するにあた I} 、試料の
;良格都存可欠であ 1)、その茨l宮の試作tuフたので合わ辻て報告す3了
兵、大気中の試料の1員長に)d:、動古炉・核燃料聞を事業団 L動燃)にお¥11.閉吃
ぎれた!(;ftiリ用し色。この装置で大矢中の7K慕うえL水去占'i'~IJ 'J.に水型試料Lし之
捕t-!れ3 まず、大気中水草矢左モレキュヲ£ープで捕栄、水#矢補表後の太夫
に、 乏の後イ乱丁水の篭矢告解1:::よ7て託生さ世主Jk去を;制ロし、 Pd-敵味1::.よ1)大気

'0/ ;1<-.去を戚化、水型としZモしキュヲ与一ずで捕f寸る。捕表後、各王レキュヲ〉
ーづいt電気炉で知数し水l負-k'f表で透¥1出しコ-/しドトラヴ 70して試料を樵ゑ寸
否。袈 ~I主地上が i の度の舞 \1 上 :1 m 

命、jによるアィ lL-1ーの場イじ ζ‘ 1 

!在地下水の混入を遁l十るため、

新潟大学理すまp棟の地上約ユS勿1.. ) 

に往富さ7h同ユ""'"'3回の割合てま 1 n ア
事去を行 7 色。また湿まの季 ~p 変化 .1∞土-JJ
|ミイ半¥¥捕すLt，o;.-プの流速t文化さ で Ju. rol>二'刷"

l滋 J1 メζ摂.o::f=ro.::>T 潜む吏
世、常 1::.一定量のH了。試料を宇喜 一
るようにし主。(勾湿期3日間還な

転 l、0.1/1仲1ì~. }乾t長期円日同運転
l 、~ }_/vn;η) 南氷試料 I~総@積約 u・
;) g-Oc_ra-のロート材木B刊シヶを

新潟大学旭堂年度上に設置し、一問

介同の昨水を連続して捕えし主。

捕柔河:南7KI主ゴミ左前志後、 Na.J.句、

K/YI叫をも口え菜留を行¥)、そのぞえ
-'i:喜左試料にし色。大気中、雨 "図2 大賞t71<蒸気中二つT糠度

労橋本哲之， A通ロ金量伶)新均九也事研与布a，j主tpfihlj中

。
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水~l科乙 t 各4-0 rm2_ずつ取、!、 A~-Jl 6 o/Jn.QりDえ、/0 0々 nRのテフロ〉程ノマ
イアlして他I¥.'"ヴゲヲウ〉ド流体シ〉千し -5ョ〉カウシ J:j-(Aloko- LSC-LBI) 

左用¥)(. ~ß'I定立行っ 1三。
3、Iqf;2_キ/'7 F1 -}5\~ I q g 4-.J宇 6 円まずの丈夫 t の HTO~ 1A"HT~皮まの
淵走お果左困 lに示れこれよ '1HT Iιキ閣を通b、l手ぽ lへJ.P lVlf¥3ピ留の支針金
IJ¥¥の仁封し、 HT 0 It付円時ィもく、 6へfF-iの愛知付近て根付示し伯の季静変
動伊激し¥)ごとか名付。二のHTOの脱にフ¥)て Ia-をの種主極大の時期か‘ょ

うて勾;E知にあ色、j、大気挙f立件傾中のyにま負萱ウマ勾くなる古めさはない舎とまえ、
捕長LFH下0試料の一定歪を夙リ乏の丁;震度を測定し台。お栗左図;J..):示す。若
千のま針はある之のの、 IJ:ぽ国 iのHT 0濃度乙同び変針 1";;1]ー〉事者 5劇作。こ
点上1)大賀挙住体積あ長¥1のHT D 波長が経大左示すのは~i支の事94g による主ので
はなく、ど気中7)(.告に政ィιされI又リ込まれ Z¥1""5 T量か増加して¥)~て工お信かる。
この日I~t~ に H T 0 ~農まの品\¥高層盟主対詳し圏の;鬼Sぶ激し¥I '(毒ぇ 3 点~ 0 - 刀、
三の傾合1-d'HTOによく毘よれ H丁に鬼3れな¥¥之とにフい之、両者の拡散i1t
警のま¥I警の原因による主のと善えている。
雨水lてつ川之の測定、結果色素 IIユ示す。円 ~Ij 主化 li 図 J_ ¥::: ;r，される支剣、波まf重

工語気似しーとお 'J 、雨水の波長 Ij_大気中水菜矢の丁渡まを圧)~'反句史し之\) ?ごとがづる
台 7 在。値の変動|与あるものの4- 0 ヘユ οοpCt/1_を示し之\l~。
年 月 嗣金 制 t中のトリチウム糠 与、深層地下ノドなど、の低しべ jし試料のため

(m凶 (pCi/l) のH了。併;離脱の討的行っ色。今回
・83 7 271・o 90・0 土 13・4のtのほ新しく報もさ点七勾全電極方式を夙

89.5 30.1 土 12.7 ¥)入れち主の1)

T 1ffT f:!i!??でその概略を ~ I~j 
;; ;;;:; Ji:;;;;:j図3に示す ω 州
12 120.5 46. 1 土 7. 9構造的に Ia:従け!

'84 1 231・5 51・8 士 8・0来の正負超一 川 ν|

; ::;; ;!?: ;;対の長尺宝章
4 70:5 491 土 7:9極ヒ比ぺ、電
5 74・o 46・6 土 7・9解総面積i支

89. 5 214・8 土 10.6え3ごてなく
電極左d、件箱

表 1 陀 k中のT 濃度 内!ミ納め試料

か?少量になっ之主一史家件(定電話しウつ定電流密室)
で濃縮が行え~ t. ¥ \う'1!J徴。、あ~ 0 性能伺(二 1;1:.同往
体ら号1]伝欽f通Pの大きさか間通となフてくる也、¥こ
れは規在比較竣討中て、あ"30 

¥ ) 辻義裕一、佐q木;rf樽、太村捷二言r:方重電極
ゼJしによるトソ斗ウム濃縮び和主水中ト'1+ウム内定
量へのi通用、財iolsofope.S I 33，3S-ワー 36ぷ(1q?lf.)、

8 

6 。odn

watl![-vapor 
stoppl!r 

I Polycarbonate I 

E
 
-
O円

IH ehctrodl!ョ

ーノ
回~~l

図3 電解槽と電極断面図

po 
勺

ο
q
L
 



3807 
話実勢裁L県予定主毎;f'寸来斤)11守合戸苧0:::>主也一下又f<.t:t

トリチウムとfヒ弓全局克多少を鹿屋芝について

放医研・環境衛生 o宮本霧子井上義和五十嵐裕子岩倉哲男

茨城大・教育 高瀬一男五島浩一

[緒言] 茨城県東海村には、原研に重水減速型研究炉が、動燃に再処理施設が稼働しており、隣接の那珂町には核融合炉

研究施設が建設されている。 そのため、この付近へのトリチウムの放出量は多く、また今後も増加することが予想されて

いる。 空気中に放出されたトリチウムは、降水を通じて地下水、河川水に移行し、作物の緬養水や、飲料水になるため、

住民の被爆線量評価の上からも、環境モニタリングが重要である。 またそればかりでなく、環境水中の現在のトリチウム

濃度を測定して地下水や河川水への移行パラメータを調べておくことが、今後の放出量増大に備えて重要なことである。

演者らは、 3年前より東海村の約10数ヶ所の月間降水を始め、松葉中水分、土壌中水分のトリチウム濃度の月変化を追

跡し、試料中の 3H濃度の放出源からの距離・方向依存性などを明らかにしてきた。1) また対応する地域において地下水

を10数ヶ所採取し、トリチウム灘度が河川水の濃度の変化幅を越える範囲の高い値を示していること(図1)、また降水

と同様に地下水のトリチウム濃度も、施設からの距離依存性があることを見出したく図2)• 2) そこで今回は、その濃度

の高い地域の地下水の各種の化学成分濃度を測定して、地下水への降水i函養機構について検討し、放出されたトリチウムの

地下水への移行パラメータ解析に資する考察を行なっ
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t ... 
~ 
生
4 
4 。。

30 
A J A 0 D F A J A 0 D F A J A 0 D 

1981 1982 1983 

図1 東海村地下水のトリチウム濃度の変化 〈士2σ〉

たので報告する。

図2 東海村村松地区地下水のトリチウム濃度

(1983年6月〉
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トリチウム濃度は電図3に示した約10数ヶ所の井戸水を、 1983年11月と 1984年8月に採水した。[方法]

N品+とK+はフレーム分析法、 Ca目、解濃縮後ALOKA600LB液体シンチレーシヨンカウンターで計測した。

Mg2tは原子吸光法、 HCO::iーは滴定法、 C1ーはモァル法、 S04-舎はトリン法により分析を行った。
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"汗結果の一部を表uこ

試料A~ま各成分濃度が高く、

特にS04-2ーやHC03-が高いことは、

福養源の地層が若く、また、地表とは

隔絶されていないことを示すもので、

表面からの汚染を受け易いことを示し

[結果と考察]

示した。

C 1一濃度からは、海示している。

水の直接の混入はほとんどないことが

• 95qOm  考察される。

(1983年11月， 1984年8月〉東海村地下水の採水地点図3

(1983年11月， p pm) 東海村地下水の溶存主成分濃度表1

トリチウム濃度 (pCi/l)
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A'且
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A
q
A

Mg2t 

15. 6 
9. 2 
5. 2 
8. 8 
5. 9 
6. 2 

C品企+

51. 5 
28. 5 
9. 8 
15. 2 
1 O. 1 
1 1. 8 

K+ 

27. 4 
33. 9 
7. 9 
9. 7 
5. 3 
3. 2 

Na+ 

56. 7 
39. 6 
1 6. 1 
21. 2 
22. 3 
30. 7 

HC03-

188. 8 
95. 4 
30. 5 
59. 3 
43. 3 
42. 9 

S04-2-

110. 6 
58. 9 
23. 0 
29. 7 
31. 8 
17. 2 

Cl-

90. 5 
48. 2 
26. 2 
34. 8 
23. 2 
53. 6 

試料名

A
B
C
D
E
F
 

1) Inoue.V.，Tanaka，K.and Iwakura，T.:EcologicaIAspects of Atomospheric Discharged Tritium in the Vicinity 

。fNuclear Faci I ities in Japan. froc. 6th Inter.Conc.IRPA.. Radiation-Risk-Protection~ Kaul A.，Neider， 
R.，Pensko，J.，Stieve，F.-E. and Brunner， H. eds.， Vol.1 pp.180-18Q， Fachverband fur Strahlenschuz e.v.， 

Jul ich 1984 

岩倉、井上、田中:エネルギー特別研究(核融合〉環境トリチウムの測定に関する研究資料要覧{阪上正信編)、

40-41， 1984. 

井上、田中、岩倉:第26回放射線影響学会、京都、 1983.12月

2)田中、高瀬、井上、岩倉、五十嵐:第26回放射線影響学会、京都、 1983.12月
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3C02 5 -Br-PADAB • ~賜体i こよるコパ IL-- トの補集

(抵医研) 0 i'可材正一，竹下弁，安田員夫， J雪、完支己
57箱稚3-

抽出にl司いられる試薬ε付加しt:吸着体ε作j/政射性校経，=対するP良看持柱在
授をまぜに調べている。 6"G。に対 LてlすI Iニトロゾ之ナフトコ11.-I 0こト口、/し
、/，しLンモ}メチfレ工ーテ，L-a:.丈壕 tこイオワOLてF民意T寺‘性ε訊べt2.~その結集，こd1
らの吸着ィネ1主，パザナL玄ど lて用いる場舎d(!t{{rご富良看特性を有 iτ いるが/方ラ
ムitIf)吸急停に L て I士 p~容があるように毘わ点 t:z o 
苧四tま，喋由

J

らが朗帯Ltごコパルト t二11可る書iA夜主色鼠寒 5-Br-P師団左文藻
tJ.らびに XAD-2 に付加主と tま加えてノカラムL去のコバルトに付可る吸着1J.与と lて飼
いることがて、主るか繍べ t::0 5-Br-PAD阻 l玄コパルト tご71可b書1底患呈色試警はめゼ
，ロ段着どi司自寺lτコパ 1しトの域交うt度品に主る定警もで、をるかど.うかの特訪ig 11:と
Ltこ。
実 政

1 5-Br-PADA叫すoojtfを Iごよ ~f厳
( ( ) 付加文喋のi同製 5-Br-PADAB 2.<t3宮(I o:l"t1 ) ε~ Iレ工シ tごi容解LI精華文
豪，:均一 1こ付加fzるよヲ自己j事Lながタ l司乾lて銅製Lた。
(え)p良春卒の追使 政財+りを埠ε倉わLZJ夜30m1，こイすba安乗 I~ε 加え r-定時
周振とう LてL客i疲101tILの放身才能ε井F1fi.シンチιー乙g ン五悼文笠置ゼ沼伐しノほ
どめのL客J授の成射能かり吸看卒e計算Iこよリギグ)fこ。
z XAD-2 に 5-Br-PADAB~ "0え正安験 5支持才+主将袴εIib盆

• 
.，イオシ(主 Jこコ

パル卜)溶液30m.i..，ご，精製 Lt:: XAD-2 t ~ I 5-Br-PADAB-定量左加えノ一定nf尉，
l辰とう LPSi夜 IOml の政身才能 ε 井戸型 L シチレー ιョシ計叡.~萱ぜ沼'!tË L ， (tc' 
めのi客放の政財能 b‘ら (1/9.看 ~ε 計算 Iこよリf<.のた。
3universal buffer mixtureの銅製 ク工〉厳 6.oog'J-， リシ餓ご水素方リ
ウム 3.ZQ39-ノホウ過度 1.'76Q'}ノ

2.ヱチIレパ Iレビ、ソー tし織 5.2bb 'if在Pk，ごL容か

lて If_，ごlt:: i容漁と， 0・2tb~鰍化ナ卜リウム".容投 ð:~，gLffr定の pl-/c Lた。
結果

1 5-Br-P即日付加党案品』よび XAD-2，こよる吸着の比較 u山 ersal buffer 

mixture(pH 2・6 5・2，8・2)に， 4ecoさを-v..CO~r去かQえ O.OOSm移/附i Iニ銅製 Lf.e iお投
30 湖2.，ご，付fJOx~主 ts: ~ぴに XAD四 2 ， 5-Br-PAD且B左加えて援どう Lコパ，1-卜の挟着率
ま制定 Lf2 • その私案 r 全体ピ[て付加支乗の (1m着率』才 XAD-2 よリイ且 (， .5" Bi嗣の
振とうずi才IpH2・6，.>.2 J す・2 の雑衝i夜中のE反者卒t士，そ爪イれマSノ cf2.， r3 
0んビ24at周振とう LてtIまピんど車内らは6‘った.

= 
d1. ，: tt L XAD-2 1 5-Br-P且DAB の系の~看牢，7:，5M銅の振にう i'，UずれのpH
の緩衝淑ピt，板番卒 tまほとえピ {oo イo てあった.ぞこど'~看の平 t' XAD-2 
5-Br-PADABの来 Iこつけて詳細lご維持することど Lた。
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XAD-2 d， / カラ'-l i五11)~看 iオピ L ? tfl (f) -c"をる汚長がある.この柔が/Cozftご
行L枚看平衡Iこ;乏守るの l才斗->蹄周あ刈 ，.i・fあていある c pH 2・6，丘えノ8'.えの緩
衝L授のうち pHg-.2の(2&替差広が長4早グつvz_・ ， 

Z XAD-2 5-Br-PADAB系ゼ1のコパ‘ IレL聖とコパ，ιト婚話庄の期イ会

10 司『

¥ 
¥ 
¥ 
¥ 

、、『

J... ~ 」 ~ ， 

稜々の5般のコバルトイ大ンεをか
30mR..の湾設と/i'i民事平衝がtk立する
59奇賄の4長とうゼ I コバルト曹と吸着
率の向俳を訊ベf2.{fH s.之)。
その続奪/j!ll，二本すよう 1::コパ tレ
い葉患が (I -3) X 0.005 mli/mR..の嗣
ぜ1主/11ヒ人ピ 100of.・a良品し，コバ
1しいま患を 5メO.oos叫/明1..，二埠す
と，吸着卒，tfgくは，)Iまピ4TJ， f5X 
0.005叫/ml.c"‘，t，約so401二{色干
L tこ。

3 XAD-2， 5-Br-PADAB薬ずの 5-Br-PADAB曹とコパ、，[....卜頓着率の舟71来

nυ 。。
叫
口
由

U
H由
仏

60 

可
申

A
h
H
o
m匂
叫 TT T T lJ 

0.1 

コパ，1--~波展企一定 c0.00仰命令。
ヒLtニI7Hs..2の絡調守政 BO11'1ι 
に/手昔ムの曹の 5-Br-PADABt!:加え

てコパ、ルト喰番卒ε調べ'2.. 
その結果/図21こ不すように
5-Br-PADABの少fよけとこ 5ずのコ

パルト吸器牢，:1:係く I 5-Br-:PADAB 

d今(;安葬，ご場活字が35ζ はわ

0.0 I手丘造買えると ，fまと人ピ、1170

0/17 IZ，脱寄るこビ刈グった・

X工 X15 

1) 河村，竹下，費、完，ザ宙， ち灘，之勺由絞れイヒ埠iす婚主宰旨tZBOSくl守宮3)

X5 X10 

2) S.Shibata， M.Furukawa， Y.Ishiguro and S.Sasaki， Ana1. Chim. Acta，三，2.， 231 (1971) 

Co 0.005mgjm1 
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4) S. Shibata， M. Furukawa and K. Goto， Ana1. Chim. Acta， 1よ， 85 (1974) 
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3C03 -tオシア γ員奈緒陰イオンの生成、による放射性オ械のXAD穆tß~
ぁ、Jυ‘ホ。リウレ7'/アォ一久への進択的吸弟
(対医科) 0 ふザ玲子 殺剃 r 夫 事手百量失
L身、電〉 イ.，~孝正賞

盆31
7水元主来ずの有機物の吠着剤包しτ有聞である#イ方ン位行交樹脂き放射仕様殺の
捕「集に用いる場企方有シン. ジチソツのよ jヤ有機械季左美f日ぺ主ゐ芳うれて，3、つ
うであゐ。くしω d.J..似品以〉

一方.有機詞季折存丘レ1JZと毛、 あゐ却をの車検針陰イ方 γーたとえl手jrFe，

198 Aμ の埠奈緒除イ才ンliXAD-2，XAD-71三持基的l亡吸着するこヒhて、最L_あ
きい¥11.された。く包々 し/!.oadι4例 .aAod> このよ?tj j[f.，機鋪陰イ才ンの吸秀現
象 lま XADÂま1ß~ の l手命、 ポリウレタ γ プタームマ活性皮についマ弘められてお小
水?か是干の重金属元春のづか誕生ナ祈への会j同世て旅討されて ωJ;;。

;$-安易全てい i名、核射性j義雄q錦陰イ方ゾ一一主 el-l "'fe.， ~O eoの子方ジアン蛾説
P会イ方シの XバD花守陥へ句 F及岩君子物 1:ついて言問べ作。同時門ポリウレア γ7才 r ム
についても;;(.鞍検討し‘放射4じ字分析への剰同の是援デーダち集め化。
実験公よV. 結果

斤たあゐωl手/，t>eA ~令むる元金本最のチ方 γ了 γ磁ナトリマム洛来 /O mJL E XAD-7 
(拘~ 100メyろノュ〉あゐ凶 /;f. /t，oリヴレ7ン7才 J ム(ホ。リエーチ jレ型ノ f悦mlLjt
t手)0・f3と掠リ手ど 一定角問弁&過後恥μ;s--3没加の放射能主淵えして収1u句}l!:更を
百同べ作。

稀J手の f 却を略李乙すゐ。

チ才シアン骸ナトリウムi本来がらの 60coゐ、ょ()-"S1Feの吸着苧動を.国-1， -Z 
に示す。比較のために盛阪急准すがらの吸着手動4示し た。

国 1. 60Co句 XAD-7への吸予言 図Z. 51FeのXAD-7への吸着
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(，OCo 11、場面を洛浪ずがら I1-XAD-71'Z.企く吸兎きれないれチ才三/アン骸ナト，)

ウム蒜i如、ら/1.効果的/~喰渇される占う l二なら。 その~!)..蒲キ li‘チズジアン首長 T ト
リヴム穆ゑ q増カロヒヒも/~晴久し、広い5態度 ft固にわた勺 T 高いはが~~られた。
ーガ‘ 59Fe.1ま6門以ょの;晶画集?名手段すがら XAD-11-;' 定量的 I~ 吠j着されるの l宝付し.

チ方 γアン骸ナトソウムシ各?良市、~ /ìJ;.. ぃ魂殺事色困 I~ われフて 70% から 8'0%のロ及宕キ
IJq~~ れた。

;t。リウレ 7ンプズ-1-へへの ';JJX靖国 XAD-7'τ比べマ萌く (，0c" rJ. I門以上の.

s9 Fe 14=之パ以ょのチ方::/アン首長アトリウムヨ与3誌がら免誓約r:吸着される。

との l手向'. _f1s，とう時間.P易イズ γ P会イズゾ 埠自主謀長専の昇.;~彰 1:: ついて'i，1を討
し 1~. ~ら 1'- /otr.u. I工つい τも伺移の実駐在行ヮ f亡。
3ti 
欽 フパ Jレトむと/;[.過.wJのチ才ラアン敵品が存在すゐヒ--1f定f;f街P会イ才ン古帯雨
す今工ヒカ1・古〈がら知られマおリ、比 ι法/~和田守れてい々。おI'-}OJ 佼J.....t μ・コ
バルトの料体主用 vlI.同格のtJ!XJ自実験主行フ1"-:.);1弓 XAD-71;f-ぎれをれ赤色‘官も
のチ 1 シ 7γ骸都イズン lこ;t~ 1f色主呈すゐ二じがら、 S1fe. f，OCo切XAD-7への
P広角も毛れえれの幼稚のチオヶア γ様相除イズン句苛?での喉/Aι鬼われる。ォ、。リ?

レ7ゾプ才ームヘ切喉s右同点ゑヒ芳えられゐ。
手正嫡'の4H会ィズンの特• .$与ロ良蒲硯$<./J:.古付、らかられてい託。たとえば法秒室

品L義内争<..I手埠協守で猛毒錆?含イ方ゾの育?で・存在するが. これらのすで fe(1lL).
Au(岡、恥(百)舟¥"p易イ才ン安挨ifU目'b7)0同省拘W I'!. も句史毛主司1 す=ヒが藷~ミれ'て
いゐ。?会イ汗 γ希世~.~易イ方 γ 交換尉fl'k 1つも P及角 3れると ωうことかゆ歩くの議論Ji'¥
ヰ3れてきたが: 芳1a~ I 手先 I~ 同梓句規$.ド\ 手方 y交換能;5~有 l 1.[ "" )(A-J)樹踏
め場企μもお二ゐ乙どをあきら引にし(-:.. ヱの l手拘¥活性炭ゃ不0リウレグ γ ア才ー

ムの場企lτもl司格。成多が祷められゐ三とが幸氏告3れていゐ。

ごれら併P会イ方ン<7)II/}..危機梯11-永記f'lrJきら官、にされて叫t.fVI 11".埠案樹陰イオ γ
の場々l手. いずれも埠局長?船長中台、らヱーテ lレ苓 1-:'j:-!l1;b.されやすい元豪で、吠角柱控

刺広位の埠倣猿長称0-十t.=tきわめて表白似しーτμ る。
一芳、 コバルト.株句チズシ7γ融持?金イズンの場企l手工戸チ Jレl乙J-ゐ持忠弘1*
小さく が 1~ らず L も魯玲存肉虚有Y あ今ヒ l手 ω よ符 u 。ポリウレタン 7 オームへの

チ河 '/7ン磯/諸P会イズ γ 伺喰指 l二l到して 11.弟、ιいくつがの興味あゐ知見舟γ浮きれ
ている州、末 1か月快で l手存 ω。

1婦ら|喜ざき lに品柔樹P会イ才ンめ XAD-7への吠造現皐き利用しτ、よみ浮の放
射能汚家主発注ゐ暗室警宇殺ネをのすがらげ下eの迷1K.#1.].1，市事#て可能であゐことを較す
l f-:. -t，'. 同格l王子方らアン般物徐イ才 γ の吠角説泉主利用すれば放射化学分対J二

お，tも少品'tf_Ci'¥迷状'I-t古希めるこヒが-期待で‘ずる。

今詩文献 。殺制 ; 1?ad-; 0よAJi.るfe<J (終HJ主主，見7(/9n) 
。表利，今千非民三?中、 :eif得手力ま会士会(解説)26 I ]8与ど，?N)
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3C04 パトフヱナントロリン錯体を用いた 55F eの比放射能測定;

E 放射性腐食生成物中の 55F eの分析

(原研東海)

O 米沢 {中四郎， 星 三千男， 立川 円造

まえがき 原子力発電所で問題となっている放射性腐食生成物(クラッド)の主

成分は Feであり，その挙動を研究する上でF'eの放射性核種である 55Feの比放射能を

測定する必要がある。演者らは昨年の本討論会で 55F eのバトフェナントロリン (BPT

〉錯体のキシレンによる抽出法，とその吸光光度定量法および液体シンチレーシヨ

シiIu定 j去について発表した 1)。本実験では 55Fe-BPT錯体を液体シンチレーター (PPO

司キシレン〉で直接抽出し，そのまま液体シンチレーションと吸光度を測定する事

により操作が簡単になり，抽出液の安定性が増す事を見い出した。 また 60COとの分

離条件，吸光度 ilU:定および液体シンチレーション測定における共存元素および，共存

核軍重の影響について詳し〈検討して，クラツドの分析に適用したので報告する。

2 分析方法 55Feを含む溶液(Feとして o~ 30μg， 55Fe として 0.5~5000 Bq) 

をビーカーにとり，レアスコルビン重量溶液 (10 g/100 剛1) '1田 1，酢酸ナトリウム溶

液 (10g/100 田1) 5 m Iを加え，アンモニア水で pH を'1-5 ~こ調節する。 溶液

を分液ロートに移し水で 50 mlとした後，過塩素酸アシモニウム溶液 (10 gl100 ml) 

10 ml，BPTのエタノール溶液 (0.1 g/lOO 田1) 10m Iを加え約 10分間放置する。液体

シンチレーター (PPO 5 gハキシレン)10m I を加え， 3分間振り混ぜて 55Fe-BBT

錯体を抽出する。 水相 lま捨セ，分液ロートに pH=6.0 の 0.005 ~I EDTA溶液 10

m I ，エタノー jf.， 2 m I を加え 10分間振り混ぜ 58.60Co，54Mn を逆抽出する。水相は

捨て有機相を液体シンチレーション周バイアルにとり，液体シンチレーションカウ

ンター (Packard 製 TRI-CARB 4530型〉で液体シシチレーションを測定する。さらに

抽出液を 1 c m セルに移しキシレンを対照 tこ 535 nm の吸光度を分光光度計(日立

200-20 型〉で測定する。

3 検討結果 溶媒抽出法の検討 59Fe をトレーサーとして用い抽出法の検討を

した。液体シンチレーター中の PPO は Fe の抽出には影響せず，キシレンだけによ

る抽出の場合と同様， pH 3-8.5， F'e量 0-30μg の範囲で Feは定量的に抽出され

た。クラッド中に 55F'eと共 t己最も多く含まれる 60COも Feと同じように抽出された。

このため EDTA溶液による 60COの逆抽出の検討をした。抽出液を pH=6.0 の 0.005 M 

EDTA と振り混ぜる事 lとより， 60 C 0だけを逆抽出出来る事を見つけた。 有機相中の

59 F eと60COの回収率は 99 %と o. 7 %であった。 抽出液の安定性について 535

nm の吸光度測定と液体シンチレーションの測定から調べた結果，少くとも 6日聞

は安定であった。 キシレンだけによる抽出法の場合，その液体シンチレーション

測定は抽出液に液体シンチレーターを加えてから行うため，時々その計数値の減少

が見られたが，シンチレーターによる直援抽出法ではこの様な事はなかった。

吸光光度法の検討 抽出液の吸収極大は 535 nm であり， Fe霊 2-30μg の範囲

で 535 nm の吸光度と直線関係が得られ，そのモル吸光係数は 2.2XI04であった。

これはクロロホルム，イソアミルアルコール等の場合と同じ 1直であった。共存元素

R
u
 

n生つ&



の影響を調べた結果 AI，Cr，Mn，Zn は 10倍量まで， Co，Ni，Mo は等量まで， C u は 1/10

量まで共存しでも:t2 %以内の誤差で定量出来た。

液体シンチレーシヨン測定法の検討 クラツド中に含まれる 58.60CO， 51Cr， 54Mn， 

63Ni ，59Fe 存在下での 55F巴の液体

シンチレーシヨン測定法の後討を

した。 シンチレーショシカウン

ターのウインドウ巾を 0-15 keV 

( s -線エネルギー相当〉に設定し各

核獲についてのクエンチング補正

曲線を測定した。 55Fe，54Mn，63Ni，

58.60Co，59Feについて各々の標準

溶液を一定量とり，抽出操作を行

い，クエンチヤーとしてエタノー

ルを加え一連のクエンチング標準

を作り，その液体シンチレーシヨ
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700 

ンを祖~定した。 226Ra を外部線源とする方法により求めたクエンチングレベルと計

数効率の関係を Fi g • 1 に示す。 またこれらの核種について，一回目の抽出液をそ

のまま測定した場合と逆抽出を行った液を測定した場合の，各核種の回収率と， S5Fe

の計数効率に対する各核種の計数効率の比 (Relative efficiency)を Ta b I e I tこ示

す。 54Mn，63Ni'，58CO は計数効率は高いが， 54Mn，53Co は逆抽出によって徐ぞかれ，

63Ni，59Feのみが影響する事が分かった。 これら二核種は吉 5F巴よりエネルギーが

高く .0-15 keV と 15-2000 keV のニチャンネルの'放射能 i!!tl定により補正した。

4 クラッドの分析結果 本法を BIJ R， P ¥1 R および ATR 型原子炉の燃料被覆管よ

り採取したクラッド，および J門TR O¥lL-l，2 ループ水中のクラッドの分析に適用し

た。 55Fe は 60CO と同等かそれ以上存在し，その比放射能は実撲の炉で 2.2-15 

GBq/g Fe であった。

文献 1 )米沢，星，立川;第 27回放射化学討論会議演要旨集， 3BI0 (1983)。

55 Tab1e工 Effectof foreign radionuc1ides on 1iquid scinti11ation counting of jjPe 

After first extn. After back extn. 

Nuc1ide 
Taken 

Re1ative Re1a七ive

(Bq) (μg) Pound(主) efficiency Pound(も) efficiency 
(も) (も}

51cr 10092 14 0.12:!: 0.04 0.02土0.01 く0.02 0.008主 0.002

54
Mn 1786 0.95 61土l 42土0.5 o .06土0.04 0.005土 0.005
59pe 584 ~工 369 0.65~6.5 99土3 13 :!:. 2 99主4 12士工

58
co 1135 く0.02 100土2 73土l 1.2土0.2 0.2 :!: 0.1 

60
co 1271 0.0060 97土2 13土0.7 1.0土0.2 0.03士0.02

63
Ni 1150 0.035 99.6主0.5 7l:!: 4 100! 0 68土0.9
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3C05 2-~が4--1z.レノウラシ jレ克合物と単体包レ P との
周准体交換昆応

(北里大・衛生)0'J，"1 幸次奇義危平 p着色寺

1 .緒言

ーせてす1;1.生体にどヲてW員数量芯素て冶リ、セしン宥機化合物の生体内て‘の挙動
r ~づ川 τ帯味きちっている 0.$\ マ lまセしニ有機化合物のセレシ原苓左放射IJ四位体
( ~3S込，砂~等)て精識すヨ禿めの令』弘法の研究在行コてリヨ。按酸塩基の一種ピ'
aうるウラシjレの Z位の酸素左セしンに置換l;た2-1?_l-)ウヲうルlま放射位単体セ
L シとの同往体交模 l~ よリ容易 r~ 標識するごとが畠来3 ご乙を以前報告した?2-
包し j ウラ予 jレきずSe-単体七レンヒピフプシー CS2.現金 Se 
容楳中 .130 0C てい加換す苔ごとごとによリ ~5~ -2 -tレ H~宇治

ノウヲシ)レ左得点。~ _L. J 
今回はうラ予)レの山時き乞 L ン r~蹴 l 1:. 4--i? 吋 y
LJウラ予ルと '1Ss:-_準体立しシとのl司世体主捜l之ょっ唱を忌 4ーセ Lノウフ;.)レ

-4ーセ1.-)ウヲう)しの令点:き行ヲ1:..また 2-i?_しノウ
ラシ lレと単体セし〉との間企体主模遺産乏比較す5定めに、 2四瓦ぴ、4ーセL.)勺
苛シ}レ混令物と可5"Se-埠体セしンとの&.~も手L た勺で報告寸る。

L主盈
2 ーセしノウヲ::;，)レ lま H.~. ト1~utr貯の方zfizz是\.，セし l 尿素と eth)1 もr叩l附白十e
との綿各互応t:よリ合威した。 4ーセし jウラ予)レは C.-γShine 5の方7.{1:殺し1
5トbシヒ H2.Seとの反.ffi:.l:よリ会威 Lた。可55主ー単体セレシfei官品 -NaSe>白金ヒ
rラジン温唆塩τ・ I"ed-Seleni帆 L~還元J l 1::後.ト)1.-エンτ抽出 L、ト Jt..I )岩泉ヒ
Lτ調製L走。単体セ LシlまNtb.Se03をヒ rラア〉塩酸遁をど‘問r}-SeleY1i帆 r::還元Jl 7主
主の主連用しλ。位Jの試華lま常法に従ぃ精製 Lたものき均しl走。

旦~lま封宮中 Z" rí'ヲた。針管 t~ 一定量の qF5忌ー単体色レシート】L 工ン懇殺と草伶セ
レ〉ー CS2碧濃さ入れ‘真空ヲイン芝 1軒し】てト Jl-工ン， CS之さ陳 II定後t..r..シの

諦 3 定封笹 I'¥..セし Jウラ予 Jレーピリアシ薄鬼きJ¥.'IIi. 十分JLt託した後膏封すし加

製すヨこと 1':.ょっ足元主間情ざt走。瓦丸終?後定 {SI':冷却L、封管乏閉針 l
7 量のヒ・リア〉乏 l有 II て反応穿定左フヲスコ I~4多寸。班、瓦下で・悲楳乏除去 l1t後.
苑遣を αOIH-NaOHで・奉b、l.不婚者向7戸別する。得3;'*tたrf震中の tレノウヲシ
Jレlま車体ク lコマトゲラづ1'::ょっ介雛・定量合併犬。 1.r高重させ1，;:'セし J ウヲ;.)レ lま手守
政ざすt‘門工)し型 Nql(官)-;， >手レーうョシ椴~器 1: J: 1)放射能制定された。
j主体フロミトゲ‘ラフィーの希件 Iま‘カラム: 'f11刈I'tlkSIL C，宮工b4.6x 250同州

(白ネ分光)，潜血走 0.01M-KH.aP04 CpH 4.白人検場者p; LJV'Cλ=訂斗11m)，
Floω 2n1QふiY1，で.fT， 1:.。

ム盆呈
4-tレjウラ予)しと'lSSe_単体tレシの良広

今『包レ Jウラ矛 Jレ(2.8X 10-3附Jと'S's沿ー単体セレシ (1.2X10-4M)さピリジ‘

ウ
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図-iWE込町 4- 包しj ウラ ~Jレの

漁体クロマトゲラム
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Fig.2. The reaction of the mixture of 
2.-and 4-se1enゅuraci1with 75Se_ 

e1ementa1 se1enium. 

2-， 4-se1enouraci1;S.7X10-3 m mo1 

elemental seleI11um;4.6E104m mol 

solvent;pyr~díne 2 m1 
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シ中 .50・Cz"30奇問旦九4をの農体クロ之 l、
グラム若園-ilて;T，;J"。ごの l習に示ざ-H't('

t 1 :る ~dìattc判 Vi!y I立宵1判定差 20dro戸(Id咋

/SJeC)ごとに介*-L .各ずの放射能き週II~
lて縛定放射能分布曲線z:".リν検品器τ‘
η4 -セ1...)ウうシ)レ~ tT - クと古文射能分

キ句t"- '7 IJ 一致 l~o 4-1z.レ Jウラ予
}し lま官会ー単体セレシとめ同世件支撲で樵

識す~ ~とがでぎ~ ¥:ヒず確認された。ミ
の且~ I~ 会 It ~ ~S S:-- 4--セし Jウラ長ル

の収書l式、 5'OOC. 30 iJ簡で冶百χてあ，走。
一方， 2ーセレノウラ三)レ左?S"Se-単体

セレンとの走者脅反IIe差50・Cで手f，完結果.
3時間足itきセ 1:}J"‘75 Se-2ーセしノウラ
う)レの生誕lま石官製できを均、ヲノt。

2. -.tt. TJ.. 4--t?.レノウヲ;，)t，..漫令物と

ηSSe -単体セしシの足克

今ー包レノウヲ 3ンJレの交換亙$:.'d，2.ーセ

レJウラ予ルの反応と比較寸5売のに、両
過の等モ)レ現金物と'1S"Seー単体セしンとさ

130 ・C ，t'.~アシ'f l;' '&Ii江さ t.tt時の経時笠
.(t，左国-2 ~';: ;T，守。 4-セし j ウラ;..Jレd)

亙昆 Jj、2-EしJウラう Jしη尽Jtlて比，，，'て

#帯 I~ 建，.\ 1 ので.反応初期 I~ '1S's" _単体セ

レニの放射能のほとんどが4ーセし J ウラ

~ )レ I~取リ込ま似て l まり、可の手委乏ーセ

レ)，うラ予 J レ 17.諒射能.tr~事， τ 行ぐてと r

オJ<J‘， 1" 0 局希の比諒射能乏比較守 3ヒ.

足先初期γ‘特色 -4ーセレ Jウラ;..Jしの

比議射能l才可5'9;-_2-Eしj ウラう〕レの30

倍fあコ足。

4--tz.，L.ノ乃ラう)レと~.!"~ -単体t:.しユ

の:r場J5ihllま2ーセレ) Iうラシ)しの居花£リも非常 1:1皇く l汀'(.1民?畠t"τ台i9.it:.
bが麗ノ補否。尽tL;， 1と lま加湿す 5 亡になぐ.室温α~'C) J 1 時間放置で.可S~官- 4 -セ

レJρJj ;. n左l伐の収毛筆ζZ"_f.専定。

り小川幸次，灘寺，野崎五 分 2f， 自主主前夜二世世討論会宇旨lS"!-(I守宮之)
勾 H.G. Nautner， J: A同.Cha.t. ~宣 52<:]2(1守的 3) c~r Sho同，etaP， .J句。酬也2'1'l1(め
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3C06 

" ff 

クリアりヲン型冶71く餓イμ ンメt-;/ (IV) 1三Jオン交換レた
Zイ防毒物金属イオンの米縫

(穿工主理) 0也豆急・前者P尤雄・鳥山体

敵116マンガ.ン (lV)Iま，きE為、う長て"~前し fと場企F 矛定比の 7K左右むこ kみ〈帯、}ため

一匙組払のイきょ量主 t っ t のが~られいく \J 。室温.-t_礼申で平声三な臨む4 ングン
(IV) I!.して，人 β，yあ、よ11d聖などのL炉られて¥1令。ニれらの熱お解主早場企

皮 /OOc， ;.例ιて'稚ベf結果，〆型1まs6/ Oc ，β世 lま5'8'0I)c J ..，笠は 530I)c， 
J 型 I~ 4δ8 oC1.."，ぞれを慣れ Bixbyite(門的 03) ヘ転坊し fJJ? これら ~At. 4 ン
がン (1りのうち，が聖(ヲリアトメラン型)I本， C斡方向 1-=え今トンA-Iν桜橋芸主主

もフてお'}，ニの¥f'I之島在ずるプロトンぶ1JV刀リ 4:A島マ1' 1νガリ主ニ瀕~~島d 方ン
tAじ粍翻3むイオン衣換制lι争力、仁川岸えら dしが〉。
ア}レガリ金属すよびア }ν力')主頼度為イオン|乞対7るク')1・トメヲン型合米政ob
々ンず/(IV) ( C R '( M 0 )のイオン交換ぬ拾の乏水性lま，有効イオン宇佐(EL
R)ヲJぶ約 1-1/.えのイオンIG対して梧久主河えした2)。すなわち I l' )レ却リ~鳥イオ
ンl二対レ I Lì十く Na+ く C~/ くく Rhペピ， アJレガリ土頬金属イオシ{乞到し， M~2t 
くea2ナく Sr計<BaH の噸l三宅の進倒的:増kし1三。
本邦究て I~) 2 .w:産効~烏イオン l三対す奇 CRYHO の乏1K.i宝なら1}"1乞そのロ及請
求:陸、[::'ヴ¥Jてマい=検討を加え作。

2， 寝殿M
C RYHOの調組糸 乱(-:.報老し作72伝2.， 4)，三位?て企点した。すなかち J 1 
H H2SD'I- t. tJ，5 H KHnO'l- の浪AP2き表玄，1MHzSO"， 包 IH tvt" SO"，の差右港殺
{三門1¥(凶J)/陥(lI.)の昨加毛}レ比a"3 "3 "" o. 15で60'c Iこち・¥1てよくかをまどなが
ら徐々 J-:' 諸島加レ七得られ1::.~~乳l本 J~広東市で一夜恕魚し免のち J 上濯決キ l乞1(1"'
および'SO{J.2- イオンポ認のられなくなる 1 で毒，~'.1)-離若手主同けて 6HHN D3(" 定オ

し，氷業し作。これを約 70セで 3日乾燥し， 所完の担皮1ニ静/jjけしf二のち J カヲ
ム|二色項し 1 I J H HNO] を落~来中のピ湾反ぷ 10-11- H).~下 t なる事で牽続的
{三カヲム上野上')3九す二七l二主リコンディシヲ二ンゲ'を行ねフ t-:.q最後に J j丈克，
鼠最』して畏験訴掛ιし仏得られ1三試料1(1:J λ線回折)ES R為、主t戸製分析<TG
-DTA)Iこよリキ守ヲク?リゼーション主行なヲ士。

イオン交換の量採性 バッ今去l二よリ:桧ぐ下。事芯のち，重婚&-~イオンの初
=忠良主 /0-"'/1~し J HNO~ 激主主雑々受イ凶￠全局政争蕗取 10 物d 主者品、科 o.. /ITO
~ 1:: 君主加L-，時々点、リまぜたのC ら 30 セ|こ保フ Tこ。.J::..雄東の金~イオン非常[ぷ一声乙
y__ rd. 7 1-:..のち J D，脱牢(件)よリ〉文式、主問けてイァ帯保数(V-d )玄本の f-:.0 

KcL = 吸着キ x献の体積 (似18)
/00-吸着字 国体の質量

-249-



金属イオンの声量lき，lfr;、予噂ああ友本て'行花71-:..。

時~，R_自主の放言す 遷-#金属イオンtl?.&)色し1:.C f?-Y H 0の峨回折，E S Rあ‘
よ1}'メスjどりア砂A33去(Gよリ検討した。 メスパヴアイアわl手， cRYMOパレ γ ト〈
I c.矧やメ/)，05 c""，.t) 1こ寺ャリアフリー 5'1Co(JI)主イオン衣壊吸浩宮廷宇試料
左納、tlて用¥1否剣山錦聞けられ奇別立法!こよリ削勺ι
3， 侍果ヒj号事き

/1" (VII) I的 (II)のホ加毛lレ比玖s)~下で訊取 L í~ 誌、料|ま，コンディショニシグし
む\)場企，未反応の陥2十 I~ よ多 "-j与えら仇る ε S R久々グト ]Vを示した(Fi'J'1よ)

ぶ， コンデfショニシ1"左行rJ-?~仇けに
k令瑚百替、むピー 7(ま靖夫し全 (Fi~.( 下)。
ーす，号車加もIV比 0，75)'1上て、.調県し作劃;科

でlま，コンデイショニ〉グし与¥)場合て'も

fl~ ， 1 下の様む久々?ト吋t観撃マ九r-.
H十il}詞料l亡おける主童特金属イオンのIe!
I<J. t. Td [HN 03] (-:..討してア口、yト下る ι傾
き-2の直線簡保凶悪られ，ア JレIJ')ぞ7
1レ力リ土頬金属イオンk同様けの中るイ才

ン究1事制芯 1亡~jL? '( ¥1るニヒカ{身 7作 e そ
の重別生の )1餅|志) Nj2t"( lrl2.t-~Cd.'J.+<:，W'Z.+ 
くc.l+"<< Pb'1.f-の唄(::増大し作。 得られたμ
値を ε工RI三対してグロットしfと(fl~ ， 2)o 

)'1レカリ々 71レ刀リ土頬金属AオンぞI'd:) 

CRYMOのトン柔 !ν杖j若返りヰ均キ綾I-:..jft_
けずイズをもっイオンカ《乏才ti311こ噂j自芝，J-t~
k推定守れる。し少し，豊科金属イオンl主

Pb1't ， C(tす主体¥Iてlτlま同じ E工R( 0，73え)
をもついもがかわらず，犬哲也乏J~1全の震が
義見事与さ件しれ金恥紘4ι今ヲン (IV)ぞ金7K自主}l16
1..~ (IV)ねぜ仰の判め金属の怠氷重複A払抑への
21命重科在兄島イオンの乏根性の晩汚1本， -t-
加~サ儒史教の犬主主の噸ヒ pαva. lld (二九?
てけるこ包が持ら止してける引がJょの結果1本

これで説明す事二 kがで・き九IIq その市請求
能の制悼行本¥)，さらに検討を加えた。

丈献 1) 注，阿野:非折目~16倉奪斗会，姉、，
ぷ(J2 8 (/9C?宇).ヱ)TSt，(..j"， Abe ; sth. &.tr.. JI)JI. 
ExcJ.制I!e，1..，253ぐ/1rり. 3) 劫ω叫~/.Jal.. : 

Aðι Cr(stQ.必1tリ些，仰ぐ仰)，砂立，判事~:
す711-5"日116番考与念，葬L存、， 2W~ I (Wi 2) ，タ)Abe， 
.da1.: chr()術品tr・，1主I626 (/9'j'1)). 

司・曜圃・・・・ー-
1000 Gauss 

Fig.1 ESR s戸 ctraof C聞のsbefore∞ndition-
ing{Top) and after conditioning{Bott叩 )wi廿1

13M mむ3

1.8 

Co 

o 

1.0 1.4 
E工R/A

F工g.2 1句 Kdin O.LM HN03 as a function 

of EIR脅

以コtted1ines: Ref. 2 . 
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Li d//一
均 tS

四1LL
0，6 

女: Ref.3. 
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3C07 水蒸京中の#、手ih本阿川Teの吸着とコロイド的挙動l二ついて(統報〉

(城西大・薬) 丸ム芳ss.0 ム足~2ト

(目的)

最近では、争くの元素か極Ae.震度;在来{"，色々な物質問及着しT三IJ、コロイド的

片手動五示すことが、知られてし、ム村々 は、 '26回、第2ワ回放射仏学討論会て¥葉、挫
体凶tnTe(町)lくつい7i欠の事を報告しf:.. 
1) o. q弘NaCL落走中の摂:担4本¥Z5"mTe (JV )は中性村主でろ紙に吸着しi:IJ 乏/'u、
分離や限外ろ~でコロイド的なキト動左示し、 3容戒が酸性、了 1レ刀 1J他の場合は
これらの局何がみらすしない。

2)ろ紙への吸着は.トJαCL ~患友を変之ても変A~市てみられない。
3) Te(W)の担瓜を加えれ場企[1、Te撮j誌がて10-10刊以下の時はろ私へのpffi_看は帯、
4旦A本の場合ld司じ傾向1さが、それ以上の Tei農走Lこなるとろ手島ヘの服着は若し
く減少する.

今Iillは!ぬこ手引本2 加えR場冶の Te(河)の学動 Lこづいて‘ 1~1ト ~jf~Í1五ドよ，て検討
し 1三。ま 1三、身、才且A卒\2.~剛Te(W)落決の N ú:CL 7，患ftの野響Lこづいて.丞/ぷ命保法及ぴ、
7民デトろ過法、~:.よフ?"t周ヘ~r-.・
(長穣)
I )落兎の銅製 125' Sb -IHIt1T eジェネレ-1-よリ IN HCLで‘回附Te~落齢し、

前報と同様なオ法で銅製しTニ。
2) Te(W)の担応左和えに場企 Te(W)の3農産相、 1.3)(10-4-門， 1. 2)( 1び10Mの搭
来(No.Cし落度 O.q弘)を嗣いて， pHと禄デトろ遁すれる Te(IV)量との関砕を調
べ「二.その結果をfig.1l二示す。博外ろ過の蒙置はアミコン紅80'50型ゼlし左前
い、 710 )レデーはX門300メンプラン7;， 1レデ-1イ吏っ了二。
3) NaCLの議友左をえ1三場冶 No.Cしの議J愛知、0.3弘.-v20 ./0の回開Te(TV)を
令ん1三弟戒を闘いf:.まず'.NCl Cしの意友1代、 o.q ぅ~t 20%の落永CpH6，Q)を
用いて、遠仙、伶t離時間とろか艶ざれる町i'1Te(W)の量との関派左前ぺ、1三。その結来
を下ig.2ド示す。 Fig.2から日月らかなよフl二、両君失に 30/7J"で/オ離される
同州Te(W)の量は民ぼーえLこなっ 7いるので、以後の央、験で'[1.重/..sろか離時間は
30 .0-t. l T-:.. ;;欠LこNαCし}農産と丞/..:.'11.ト離ポれる¥2StnTeCW)量との関候左調べ、
当の結果左下i9.3ド示す。まf-.，同じ落戒を飼いて限ヂトも過し1三場企(::特られT'(.
No. CL 3.悪友ι限外ろii-ざれT三IZl>MTe (W)量ιの関ィゑを Fig.4-に示す.
(結果)
Fig. I の曲線は.ろ紙への眼着及び丞/~'吟離の紡来と|司じ減何左示し了お 'l 、
No. CL ;経戒中のTe(胃)は義組体の4K13、「二けでなく、 10-10門程友の紘来友でもゴロイ
ド的浮動まええすととれ・わがっ 7三。ま1三、限7卜ろ追手れ七百(1V)の喜Ijイテzγ最久となる
pHは、 Te(W);，農友1}，'，高い荘少しi致牲.Ai'Hこずれている o Fig.3 t Fig.4-tこ見られる
ように、重/ぐ味悔や W~デトろ 3且ざれる 12S~叫Te(W) の量は、 No.CL J.農友tJ¥"j;普加し?もマ
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れ程式ぎく致Aじしない。

以上の表、鞍結果よリ、決の専か、結論される。
NαCL2島戒中の豹10-10門以下のTe(W)("!， 中性村正tでろ紙に政着し、ま1ミコロイ
ド的挙動五月¥す。
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3C08 
Np(v)の矯投錨体の守定度定数の7史I定

(東北丈・工) 件上妻・ 0羽山-ti場

核燃料工場上非常 Iこ重専ずあ~ U， Np， Pu.rt周期表上独特のー鮮を部F>>.Lておリ，
i瑳兎中ずは稽々のj軍事緬戒能をと・')，をの技能.にlたび Z要なヲ克dιJ歩的止T管h示ず.
乙のうち Npぽ U，Pμ 1:þ~ パ'z をの珂喫〆遅れ Z いえ〆J 長){r，湖羽生鹿棄物h
2吉ワNp(CXj 2. fLj.)( f06!if.) の重丈駐が.詔$')~れ 5 ようにおリ J よリ 3主目 t れ~ J:5 Iこな

ヲた。ゅは U，Pμj主ヒ L て3，4-， 6 4ifi :d倦 (U41uq22PJtnf，日l~2+ )苫と
苔のに対して

J
よ緬t(鮮が・守5包-i'NpO;.ナと l..Z水fJ;走中 lご存丘す"9. 乙のイ才シぽ

ニイ屈の酸f.~ tつJ アク今 jイド fこ特肩の“ γtイオンfZE'J， 乙の聖のイ才Pヒ
Lてr細が・tt定な苦の IまNpのみずあるの f，周期表土イゼ!こ類Eみ1きい讃特の多の
ずあ a. ニのような特要，1生 I乙~ ;h¥J;、めらずNp(りの錯生良{::.胡 ιL..，;Jふ仇まずあま
リE育現〆得されてこ 1手方、ヲた. こ仇(~ NpOz+ィオ:.-c7l m式狩管〆小すぐすイ i':，ずい丈
ずい為， をめ指'í-~の雑y害虫、うl、ざ< ，持生坂定者5克宏の為の Jい奈〆見古 -t!.1j.iJ、フ
た乙と lこよゥ Z ~I ~. られiご汗l.， ， 場君れま，TT Aと1，10-7 "I-ナyιロリ p左用
い苔窪噂抽出量によヲ Z十身高ぃ Npの分配比が滑られ3ことを見出 L，こ犯を利

用し r.Np(v)と手華々の有機匝iU立与とめ錯生戚史教を来‘めた。
f)
ょの，t音皐Np02T 1:乏の

鴨~荷壱州、ざいに -tJtかめらず か 1まソ守担 Z主指枠左粥~す五ニヒ〆わ d、った。

ょの乙ヒ ，d:Np(V J の水規定中の孝重力を評細す~ p京北のイオンとの錯&ポ〆;1.L Z 
需視しえかい乙と E示n援しτいる. 至ニぢ・5脅j昔らは今回J 同 U 芳三宮を周 ~I Z，ゆ(v)

ヒ無機陰イ才ンとの錯位威宏教を来.めるよとと ιた。 ，.f-t;k的な庫イ才 2とLτIまJ
ハ巳ゲ‘リピ物 J NO:.乙 gcF7 炭厳1孟，リ:;'iJを塩~è" Jf芳之ら点付、 J ニニ z"{まとのう

ぢ NpO/ とがなリ守安危錯停在的威す 3 と予想すれ~ 504-2-， F-，定厳z畠，リ )i!j長塩
につい τ検討L走。

(安政)Np(V) ，;J: 2..4ヨ'A1n- ず S ミルギシプ‘ Lτ 縛た 2~ヲVp 1: ;-41h /.:警lz用い走。こ
0) 239Np左Fータイ 1-M f S とTris によっZ:pH針ヲ'.6と{...T:: Jk-:J夢定;h'? J TTA 
と pheルを舎む 1-~ /手 Iレア IL-コパレまたは Cl-hc..R..2.港定tこ抽出ιτ有機:ts~調製
L 元。ー方~胡と L -z p/-lをfvlGSとアr句作よリ整え，NαCQ04f /vfと結マ震度
の百3m~与を~存ざ吃たるの左用意 ι ，-%相 4 mtま"J， 7三イ寸試験智中 τ“ fS-身J震じう
し， k掘の 7放射能よリサ@l土とを来‘必た。
(結果)耀戒中の錯生坂陰ィ才シ〆 SQ<<2ーや Fーの Jう(::た1ざ一種類し方、ない時1ご
は
I NpのJff配比(;;):"錯'iポ陰イ才:"(xJの存在下ず

Do/O こ 1 十 Zsn [X]rJ (1) 

( Do ぽ Xの存五l."沿 い時の Npの分配比)z"示され，[X]の増加I=，.f!fぅ砂配土ζの

到少を解祈す 5二とによリ β免左来、めヨニとi/t'ずる。しか ιZまが‘らリ L離塩?炭

離通のようる争塩基習をについては要なっ定解離段lごあ‘げ苔F会イ才:;.( HC白7cof-j

q
J
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L 7.いれr/T 乙の Bn 1ま fH1こま芋 LZ (り o ~"-，，， 

式、のように安比す否。Atヲ Zいくつ d、の

pH日 11L Bn !;Je‘め，この州統制主5
を調べれdsn)戸h(5' ~専ヨムとが.ずヴ~ 0 言
図I乙/1定雄温，リシ巌tsについての結果 唱1

〆示レz-~ ~" 炭酸塩については P1-16.1; 
ル 8.3に 3・け5データ 1"J:[corlに吋 Lて f
ロりトす 3 と企 z 同じ・曲銀上 Iこの~. これ
よソ C032-ヒの錨停のみが、帯広、ざ lIt.HC03-

H'2 P04-~ 1-1 P042: poiつが、生 1:;4昔住民苫すヨ
可能比が~~のz.. (1)式‘ l;t

Do/D = 1 +"ZfJn'[I-IL-t+Zpnnヨη(2) ~ 
のように書 f 直す也専が、あ~.上手℃に事・ぃ f
之 [HL]ヒ[LJ /:r乏の認の解高量虐殺 言'
陥 =[H][U/[HL1 (3) 

{これ z閣僚づ，tナt;;zIι5のz:"(幻式，tま
Do/tコ=1 + LJBh[L]n (4) 

8n -=β'~ [H]γKJ+β" (;) 

ヒ害す改め否よとがずず~. P Hを一史と
しZ痩乾す五とみがけの定数 Bn主末、める

ことが‘ず‘~ ~. t L t搾毒立の函ilA宜与が‘閣与

との鋳停は鴨揺ち仇たいと芳 Zられる.戸

芳リ〉離諸iず(1[I-IP04-2-Jぁ、ょ 71'[l.hP04]の E 

いず'/Ittこ討し之プロりト Lτ 壱 Bn1.直13t-
4巳す 3乙ヒダ覧也 t恥走。す 3阻1eJ:8n 1喜三
のや片腕，障をわ r:..P!1>t‘Ji，v ) こ批をミ L
鱗析す否乙ヒによリ ) I-h.POIj.-) HPO，_2-各訴三
持参 i乙対する錆J主鼠史数t待先。 E 
1専られ先結集'tτ案Iニ;下す.

f.1 Np(りの錯生fix定数

画己4草手 tog (p./mci'dJ) 勾 (~2/moeclIl16)

504-2- 0.'71:t 0.01 
F~ 1.36士0.02 2.002: 0.02 

H2P04 
ー
1.05 :tα21 1.2Ig :!α31 

HP04t『 2.07±α1( 3，40:! 0.1ケ

(032- 4.14.tO.o1 6.マ8To.o1
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3C09 
銅ジチヅシ錯体!とよるト L ーサー濃度のポロニウムの抽出の研究

(静岡大 理) 菅沼英夫 0 清水格 波多江一八郎

[緒 言】 これまでに溶媒抽出法およびイオン交換法等により，過塩素酸 i怠系

硝酸塩系，温イ己主砲系溶液中のポロエウムの j容害状態が調べられている.またこれら

の水溶液中で大部分のポロエウムの酸化数は+4であると考えられている.ジチブ

ン四湿化炭素溶液を用いたジチヅン勉出法では天然水において 2I 0 P 0 と放射平衡に

ある 2I 0 B i が共抽出されるので抽出定数がポロニウムとピスマスの中間!とある銅ジ

チ fン塩ー四塩化炭素溶液を用いた交換地出を行え 1;1'，ポロニウムとピスマスを分離

する事ができる.(第 14回討論会)そ乙で本研究では，銅ジチヅン塩による硝酸溶液中

のポロニウムの交換抱出および 2I 0 P 0・210Bi_210Pb 混合物からの各核種の分離につ

いて検討を行った.なおポロニウムの交換鈎出を検討する前 lζ ，ジチゾン抽出法 lζ

より硝酸溶液中の銅の j容存状態を調べてポロニウムの交換抽出の機構解明!と役立て

た

[実験】

水・・・・・・ '.Mi 11 i _ QTM超純水装置により精製した水を用いた.

ジチゾン・・ E.B.Sandellの方法により精製したジチゾンー四塩化炭素溶液を用いた

2 t 0 P 0・・・・・ RCCの 1.1mCi/51::tのものを希釈して用いた

釘・・・・・・・・ 99.99%銅片(和光純薬製)を硝酸 lζ 溶解した後希釈して用いた.

試薬・・・・・・特級試薬をさらに精製するととなく (ただし四塩化炭素は特級試薬を

さらに 1回蒸留して)用いた.

釘の描出 lζ は， 50 m 1分液漏斗 lζ ジチヅン溶液 10m1 ，銅ー 1M(H，Na)Nd3溶液 10m1を加

え抽出後，分光光度法 lとより分配比を求めた.またポロニウムの交換抽出では釘ジ

チ fン塩溶液 2m 1 ，硝酸塩溶液 20m1，釘溶液 500μ1，2 I 0 P 0 溶液 100μlを加え始出後 G

M 管にて放射能を測定し分配比を求めた.

【結 果] く 1> 銅の溶存状態
( 1 )鈎の抽出化学種・・・・平衡移動法 1<:より

治出される化学種は Cu(HDz)2であると推定され

る

( 2 )銅漉度の影響・・・・ l円(H，Na)Nd3溶液 (pH 

1.3， 3.8-4.2) において， [Cu] >4x10・6Mの領域

で分配比が減少した.一般には鈎の活量変化が

分配比減少の原因となるが，本実験では銅濃度

が希薄であり活量係数を変化させる濃度でない

ので 4x 1 0ぺ円以上で釘(;t多量体として存在して

いると考えられる. (F i g .1) 

( 3 )水素イオシ濃度の影響・・・・ Fi g .2 1ζ 見

られるように， pH>3で分配比は一定であるが， p H 

< 3で傾きを待った曲線になる.乙の原因として
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銅が加水分解を受けているか或いは共存する硝

酸イオンとの錯形成が考えられ石

( 4 )硝酸イオンの影響・・・・ 1M(H，Na)NO3溶液

11: 1円 NaCIO.溶液を加え (pH = 1 )その影容を調べた

と ζ ろ硝酸イオンのモル分率を変化させても分配

上とはほぼ一定であった.これより pH = 1において鈎

!主碕 Mイオンと錯形成しないと考えられる

( 5 )釘の j容存状態・・・・ (3)(4)より pH = 1以外に

おいても加水分解の影響のみを考慮して， 水素イ

オ L 濃度!と対する釘の加水分解化学穫の存在度を

Z句べると Fig3のようになる

< 2 > ポロニウムの交換抽出および 210pO・
2108i_210Pb混合物の分離

( 1 )ポロニウムの抽出化学種・・・・平衡移動法 lζ

より PO(dH) 2 (HDz) 2なる抽出化学種と推定される.

( 2 )共存釘濃度の影響・・・・水相 (pH 1 ) 1こ共存さ

せる釘濃度が 1x10-S円以上になると分配比は減少する.

( 3 )水素イオン濃度の影響・・・・ Fi g .41ζ 見られ

るように援とう時間 15分で O.3<pH<1.5の領域 lζ ，

分配比の最大が現れ，それ以上で分配比が減少す

る.この原因として， i)ポロニウムの器壁への吸

着， ii)嫡出平衡に達していない， i i i)水相中での

ポロニウムの加水分解速度が遅いため等が考えら

れる. pH2.42において援とう時間 6時間で平衡に

還する.また溶液調製後の放置により分配比が増

加し，かっ振とう時間の短絡が見られた (pH2.42

で 2時間-).詳細は現在検討中である.

(4 )210PO_210Bi_210Pb混合物からの各核種の

分離・・・・ Fi g .5にその手順告示す.各相の放射能の

減衰を調べたととろ Fi g .6の結果告得た.とれより

銅ジチゾン塩相 lζlま 210pO，ジチゾン相 lこは 21 0 B i ， 

水相!とは 21 0 P bが存在していると考えられる

以上のように鈎ジチゾン混一四塩化炭素溶液を

后いたポロニウムの交換抽出法についての基礎的

なデーターを得，また乙の方法が 210PO_2108i_

2 1 0 P b混合物の分縫 lζ 良好であるという乙とが，

わかった
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